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(57)【要約】
【課題】画像形成装置が有する設定項目の設定内容の確
認を容易にする。
【解決手段】画像形成装置に、複数の設定項目情報と複
数の設定内容情報とを対応付けた第１機能設定情報を記
憶する設定情報記憶部と、第１機能設定情報内の少なく
とも一部の設定項目情報とこれに対応する設定内容情報
とを含む第２機能設定情報を携帯端末装置に送信する機
能設定送信部と、携帯端末装置の画面に表示させる所定
の設定項目情報を選択項目情報として記憶する選択項目
記憶部と、複数の初期設定内容情報を記憶する初期設定
情報記憶部と、複数の設定項目情報を選択項目情報に含
まれている第１設定項目情報と含まれていない第２設定
項目情報とに分類する設定項目選択部とを備え、前記第
２機能設定情報に、第２設定項目情報のうち設定内容情
報と初期設定内容情報とが異なる第３設定項目情報と、
第１設定項目情報と、を含める。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機能を制御するための複数の設定項目を有する画像形成装置と前記画像形成装置と通信
可能な携帯端末装置とを含む機能設定制御システムであって、
　前記画像形成装置は、
　前記複数の設定項目をそれぞれ示す複数の設定項目情報と、前記複数の設定項目にそれ
ぞれ対応する設定内容を示す複数の設定内容情報とを、それぞれ対応付けて第１機能設定
情報として記憶する設定情報記憶部と、
　前記第１機能設定情報に含まれる前記複数の設定項目情報のうち少なくとも一部の設定
項目情報と、前記少なくとも一部の設定項目情報に対応する前記設定内容情報とを含む第
２機能設定情報を前記携帯端末装置に送信する機能設定情報送信処理を実行する機能設定
情報送信部とを備え、
　前記携帯端末装置は、
　情報を表示する携帯側表示部と、
　前記画像形成装置から送信された情報を受信する携帯側受信部と、
　前記携帯側受信部によって受信された前記第２機能設定情報に基づいて、前記携帯側表
示部に、前記第２機能設定情報に含まれる設定項目情報と、前記第２機能設定情報に含ま
れる設定項目情報に対応付けられた前記設定内容情報とを対応させて一画面で表示する一
覧表示画面を表示させる一覧表示処理を行う表示制御部とを備え、
　前記画像形成装置は、
　前記一覧表示画面に表示させる設定項目情報として予め定められた設定項目情報を、選
択項目情報として予め記憶する選択項目記憶部と、
　前記複数の前記設定項目にそれぞれ対応する設定内容の初期値として予め定められた複
数の初期設定内容情報を記憶する初期設定情報記憶部と、
　前記複数の設定項目情報を、前記選択項目情報に含まれている第１設定項目情報と、前
記選択項目情報に含まれていない第２設定項目情報と、に分類する設定項目選択部と、
を更に備え、
　前記機能設定情報送信部は、前記第２設定項目情報に含まれる前記設定項目情報のうち
、前記設定項目情報に対応する前記設定内容情報と前記初期設定内容情報とが異なる第３
設定項目情報と、前記第１設定項目情報と、を前記第２機能設定情報に含める機能設定制
御システム。
【請求項２】
　前記携帯端末装置は、
　前記一覧表示画面に表示されている前記設定項目情報のうち、非表示にする対象の前記
設定項目情報の入力操作を受け付ける非表示対象受付部と、
　前記非表示対象受付部によって受け付けられた前記設定項目情報を非表示設定項目情報
として前記画像形成装置に送信する非表示設定項目送信部と、
を更に備え、
　前記画像形成装置は、
　前記非表示設定項目送信部から前記非表示設定項目情報を受信する非表示設定項目受信
部と、
　前記非表示設定項目受信部によって受信された前記非表示設定項目情報によって示され
る前記設定項目情報を、前記選択項目情報に含まれている前記設定項目情報の中から除外
する選択項目除外部と、
を更に備える請求項１に記載の機能設定制御システム。
【請求項３】
　前記画像形成装置は、
　前記選択項目情報に含まれている前記設定項目情報のうちに、前記第１機能設定情報に
含まれる前記設定項目情報とは異なる前記設定項目情報がある場合、前記第１機能設定情
報に含まれる前記設定項目情報とは異なる前記設定項目情報と、その設定項目情報によっ
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て示される設定項目が存在しないことを示す情報である設定不可情報と、を対応付けた機
能設定不可情報を前記携帯端末装置に送信する機能設定不可情報送信部を更に備え、
　前記携帯端末装置は、
　前記表示制御部は、更に、前記携帯側受信部によって受信された前記機能設定不可情報
に基づいて、前記機能設定不可情報に含まれる前記設定項目情報と、前記機能設定不可情
報に含まれる前記設定項目情報に対応付けられた前記設定不可情報とを対応させて前記一
覧表示画面に含めて表示させる請求項１又は２に記載の機能設定制御システム。
【請求項４】
　前記機能設定情報送信部は、前記機能設定情報送信処理において、更に、前記第２機能
設定情報に含まれる前記設定項目情報のうちに、前記設定項目情報に対応する前記設定内
容情報と前記初期設定内容情報とが異なる設定項目情報がある場合、前記設定内容情報と
前記初期設定内容情報とが異なる設定項目情報と対応付けて警告を示す情報である警告情
報を前記携帯端末装置に送信し、
　前記表示制御部は、前記一覧表示処理において、前記警告情報に対応付けられた前記設
定項目情報と、その設定項目情報に対応する設定内容情報とのうち少なくとも一つを識別
可能に表示する請求項１から３の何れか一項に記載の機能設定制御システム。
【請求項５】
　前記機能設定制御システムは、複数の前記画像形成装置を備え、
　前記各画像形成装置の前記選択項目記憶部は、それぞれ同じ前記選択項目情報を記憶し
、
　前記携帯端末装置は、前記複数の画像形成装置のうち、前記通信の対象とする何れか一
の前記画像形成装置を択一的に選択する操作を受け付ける通信対象受付部を更に備える請
求項１から４の何れか一項に記載の機能設定制御システム。
【請求項６】
　前記画像形成装置は、
　前記複数の設定項目のうち何れかの設定項目に対応する前記設定内容情報の入力操作を
受け付ける入力受付部と、
　前記入力受付部によって受け付けられた前記何れかの設定項目に対応する前記設定内容
情報を、前記設定情報記憶部に記憶された前記何れかの設定項目を示す設定項目情報に対
応付けられた新たな設定内容情報として、前記設定情報記憶部に記憶させる設定情報更新
処理を行う設定情報更新部と、
を更に備える請求項１から５の何れか一項に記載の機能設定制御システム。
【請求項７】
　前記画像形成装置は、
　前記設定情報更新処理によって前記新たに記憶された前記設定内容情報とその前記設定
内容情報に対応する前記設定項目情報とを含む更新設定情報を前記携帯端末装置に送信す
る更新設定情報送信部を更に備え、
　前記表示制御部は、更に、前記携帯側受信部によって前記更新設定情報が受信された場
合、前記一覧表示画面に表示されている前記設定内容情報のうち、前記更新設定情報に含
まれている前記設定項目情報と同じ前記設定項目情報に対応付けられた前記設定内容情報
を、前記更新設定情報に含まれている前記設定内容情報によって置き換えて表示する請求
項６に記載の機能設定制御システム。
【請求項８】
　前記携帯端末装置は、
　前記一覧表示画面に表示されている前記設定項目情報とその設定項目情報に対応付けら
れた前記設定内容情報との組み合わせの表示順の変更操作を受け付ける表示順変更受付部
と、
　前記表示順変更受付部によって受け付けられた前記表示順に基づいて、前記一覧表示画
面に表示されている前記組み合わせの表示順を変更する表示順変更制御部と、
を更に備える請求項１から７の何れか一項に記載の機能設定制御システム。
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【請求項９】
　機能を制御するための複数の設定項目を有し、携帯端末装置と通信可能な画像形成装置
であって、
　前記複数の設定項目をそれぞれ示す複数の設定項目情報と、前記複数の設定項目にそれ
ぞれ対応する設定内容を示す複数の設定内容情報とを、それぞれ対応付けて第１機能設定
情報として記憶する設定情報記憶部と、
　前記第１機能設定情報に含まれる前記複数の設定項目情報のうち少なくとも一部の設定
項目情報と、前記少なくとも一部の設定項目情報に対応する前記設定内容情報とを示す第
２機能設定情報を前記携帯端末装置に送信する機能設定情報送信処理を実行する機能設定
情報送信部と、
　前記携帯端末装置において表示される一覧表示画面に表示させる設定項目情報として予
め定められた設定項目情報を、選択項目情報として予め記憶する選択項目記憶部と、
　前記複数の前記設定項目にそれぞれ対応する設定内容の初期値として予め定められた複
数の初期設定内容情報を記憶する初期設定情報記憶部と、
　前記複数の設定項目情報を、前記選択項目情報に含まれている第１設定項目情報と、前
記選択項目情報に含まれていない第２設定項目情報と、に分類する設定項目選択部と、
を備え、
　前記機能設定情報送信部は、前記第２設定項目情報に含まれる前記設定項目情報のうち
、前記設定項目情報に対応する前記設定内容情報と前記初期設定内容情報とが異なる第３
設定項目情報と、前記第１設定項目情報と、を前記第２機能設定情報に含める画像形成装
置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機能を制御するための複数の設定項目を有する画像形成装置と前記画像形成
装置と通信可能な携帯端末装置とを含む機能設定制御システム及び前記画像形成装置に関
し、特に、前記画像形成装置における複数の設定項目及びその設定項目に対応する設定内
容を携帯端末装置に表示させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、コピー機能、スキャナー機能、及びファクシミリ機能等の複数の機能を実行
可能な複合機と呼ばれる画像形成装置が知られている。また、このような画像形成装置に
おいて、スマートフォン等の携帯端末装置との間で通信を行う機能を備えているものが知
られている。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１には、携帯端末機は、通信可能に接続された複合機から、複合
機で実行可能な機能の一覧を受信して、各機能に対する属性情報の入力を行うためのユー
ザーインターフェース画面を表示する技術が開示されている。そして、携帯端末機は、ユ
ーザーインターフェース画面の操作によって入力された各機能とその機能に対応する属性
情報とを複合機に送信し、複合機は、携帯端末機から送信された各機能とその機能に対応
する属性情報を受信して、当該受信した各機能とその機能に対応する属性情報に基づいて
、各機能を実行する技術が開示されている。
【０００４】
　また、下記特許文献２には、例えば印刷の枚数や濃度等、画像を形成するための各種条
件を入力するために、階層的に展開される設定入力画面が設けられた画像形成装置が開示
されている。また、この画像形成装置は、各設定入力画面にて入力された条件とその値を
一覧表示する設定確認画面を備えており、この設定確認画面へは、操作パネル上の設定確
認キーを押下することで、各設定入力画面から遷移することができることが開示されてい
る。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－９２０７７号公報
【特許文献２】特開２００１－３４５９６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記特許文献１に記載の技術を用いた場合、ユーザーは、携帯端末装置におい
て機能を制御するための複数の設定項目にそれぞれ対応する設定内容を入力することはで
きるが、入力した設定内容の確認を行うためには、各設定内容毎に、各設定内容を入力す
るための操作画面を再び表示させるという煩わしい操作を行う必要があった。また、上記
特許文献２に記載の技術を用いた場合、ユーザーは、複数の設定内容を入力している途中
で既に入力した設定内容を確認するためには、設定内容を入力するための操作画面の表示
を止めて、設定内容を一覧表示する画面を切り替えて表示させる必要があり、画面の表示
を切り替える煩わしい操作を行う必要があった。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、機能を制御するための複数の
設定項目を有する画像形成装置と前記画像形成装置と通信可能な携帯端末装置とを含む機
能設定制御システムにおいて、設定項目に対応する設定内容を容易に確認することができ
る機能設定制御システム及び画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る機能設定制御システムは、機能を制御するための複数の設定項目を有する
画像形成装置と前記画像形成装置と通信可能な携帯端末装置とを含む機能設定制御システ
ムであって、前記画像形成装置は、前記複数の設定項目をそれぞれ示す複数の設定項目情
報と、前記複数の設定項目にそれぞれ対応する設定内容を示す複数の設定内容情報とを、
それぞれ対応付けて第１機能設定情報として記憶する設定情報記憶部と、前記第１機能設
定情報に含まれる前記複数の設定項目情報のうち少なくとも一部の設定項目情報と、前記
少なくとも一部の設定項目情報に対応する前記設定内容情報とを含む第２機能設定情報を
前記携帯端末装置に送信する機能設定情報送信処理を実行する機能設定情報送信部とを備
え、前記携帯端末装置は、情報を表示する携帯側表示部と、前記画像形成装置から送信さ
れた情報を受信する携帯側受信部と、前記携帯側受信部によって受信された前記第２機能
設定情報に基づいて、前記携帯側表示部に、前記第２機能設定情報に含まれる設定項目情
報と、前記第２機能設定情報に含まれる設定項目情報に対応付けられた前記設定内容情報
とを対応させて一画面で表示する一覧表示画面を表示させる一覧表示処理を行う表示制御
部とを備え、前記画像形成装置は、前記一覧表示画面に表示させる設定項目情報として予
め定められた設定項目情報を、選択項目情報として予め記憶する選択項目記憶部と、前記
複数の前記設定項目にそれぞれ対応する設定内容の初期値として予め定められた複数の初
期設定内容情報を記憶する初期設定情報記憶部と、前記複数の設定項目情報を、前記選択
項目情報に含まれている第１設定項目情報と、前記選択項目情報に含まれていない第２設
定項目情報と、に分類する設定項目選択部と、を更に備え、前記機能設定情報送信部は、
前記第２設定項目情報に含まれる前記設定項目情報のうち、前記設定項目情報に対応する
前記設定内容情報と前記初期設定内容情報とが異なる第３設定項目情報と、前記第１設定
項目情報と、を前記第２機能設定情報に含める。
【０００９】
　この構成によれば、画像形成装置は、第１機能設定情報に含まれる複数の設定項目情報
のうち少なくとも一部の設定項目情報と、少なくとも一部の設定項目情報に対応する設定
内容情報とを含む第２機能設定情報を携帯端末装置に送信することができる。携帯端末装
置では、画像形成装置から受信した第２機能設定情報に含まれる設定項目情報と、第２機
能設定情報に含まれる設定項目情報に対応付けられた設定内容情報とが対応付けて一覧表
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示画面に一覧表示される。
【００１０】
　このため、ユーザーは、画像形成装置の操作を行わなくても、また、画像形成装置の操
作を行っている最中であっても、一覧表示画面を見ることによって画像形成装置に設定さ
れている設定項目のうち少なくとも一部の設定項目とその設定項目に対応する設定内容を
容易に把握することができる。
【００１１】
　この構成によれば、一覧表示画面に表示される設定項目の数が、第１設定項目情報と第
３設定項目情報の数に低減される。このため、一覧表示画面が視認しやすくなり、設定項
目とその設定項目に対応する設定内容の確認作業の効率を向上することができる。したが
って、例えば、設定内容を確認する必要があると考えられる設定項目を示す設定項目情報
だけを含むように、選択項目情報を選択項目記憶部に記憶することによって、一覧表示画
面に表示される内容を、設定内容を確認する必要があると考えられる設定項目とその設定
項目に対応する設定内容、及び、第３設定項目情報が示す設定項目とその設定項目に対応
する設定内容のみに制限して、設定内容の確認作業の効率を向上することができる。
【００１２】
　また、前記携帯端末装置は、前記一覧表示画面に表示されている前記設定項目情報のう
ち、非表示にする対象の前記設定項目情報の入力操作を受け付ける非表示対象受付部と、
前記非表示対象受付部によって受け付けられた前記設定項目情報を非表示設定項目情報と
して前記画像形成装置に送信する非表示設定項目送信部と、を更に備え、前記画像形成装
置は、前記非表示設定項目送信部から前記非表示設定項目情報を受信する非表示設定項目
受信部と、前記非表示設定項目受信部によって受信された前記非表示設定項目情報によっ
て示される前記設定項目情報を、前記選択項目情報に含まれている前記設定項目情報の中
から除外する選択項目除外部と、を更に備えることが好ましい。
【００１３】
　この構成によれば、ユーザーは、設定内容の確認が不要と考えられる設定項目を示す設
定項目情報を非表示にする対象として入力操作することによって、当該設定項目情報が選
択項目情報に含まれている設定項目情報の中から除外される。
【００１４】
　これによって、当該除外が行われた以降は、非表示にする対象として入力された設定項
目情報は、第２機能設定情報に含まれる少なくとも一部の設定項目情報に含まれる第１設
定項目情報に含まれなくなる。したがって、ユーザーは、設定内容の確認が不要と考えら
れる設定項目を示す設定項目情報とその設定項目情報に対応する設定内容情報が非表示に
されている可能性が高い一覧表示画面を目視することによって、設定内容の確認作業の効
率を向上することができる。
【００１５】
　また、前記画像形成装置は、前記選択項目情報に含まれている前記設定項目情報のうち
に、前記第１機能設定情報に含まれる前記設定項目情報とは異なる前記設定項目情報があ
る場合、前記第１機能設定情報に含まれる前記設定項目情報とは異なる前記設定項目情報
と、その設定項目情報によって示される設定項目が存在しないことを示す情報である設定
不可情報と、を対応付けた機能設定不可情報を前記携帯端末装置に送信する機能設定不可
情報送信部を更に備え、前記携帯端末装置は、前記表示制御部は、更に、前記携帯側受信
部によって受信された前記機能設定不可情報に基づいて、前記機能設定不可情報に含まれ
る前記設定項目情報と、前記機能設定不可情報に含まれる前記設定項目情報に対応付けら
れた前記設定不可情報とを対応させて前記一覧表示画面に含めて表示させることが好まし
い。
【００１６】
　例えば、ソートやステープル等の後処理装置に備えられた機能を制御するための設定項
目を示す設定項目情報が、選択項目情報に含まれている場合に、画像形成装置が後処理装
置を備えていないときや、後処理装置が画像形成装置から離脱されたときは、後処理装置
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に備えられた機能を制御するための設定項目に対応する設定内容を設定不可能な状態にな
る。このとき、後処理装置に備えられた機能を制御するための設定項目を示す設定項目情
報とその設定項目情報に対応する設定内容情報が設定情報記憶部に記憶されなくなる虞が
ある。
【００１７】
　このような場合、上記の機能設定制御システムの構成によれば、選択項目情報に含まれ
ている設定項目情報のうち、第１機能設定情報に含まれる設定項目情報とは異なる設定項
目情報と、その設定項目情報によって示される設定項目が存在しないことを示す情報であ
る設定不可情報とが対応付けられた機能設定不可情報が、携帯端末装置に送信される。そ
して、一覧表示画面には、機能設定不可情報に含まれる設定項目情報と機能設定不可情報
に含まれる設定項目情報に対応する設定不可情報とが対応付けられて一覧表示画面に表示
される。
【００１８】
　このため、ユーザーは、一覧表示画面に表示された設定不可情報を視認することによっ
て、当該設定不可情報に対応する設定項目に対応する設定内容を設定不可能であることを
容易に把握することができる。
【００１９】
　また、前記機能設定情報送信部は、前記機能設定情報送信処理において、更に、前記第
２機能設定情報に含まれる前記設定項目情報のうちに、前記設定項目情報に対応する前記
設定内容情報と前記初期設定内容情報とが異なる設定項目情報がある場合、前記設定内容
情報と前記初期設定内容情報とが異なる設定項目情報と対応付けて警告を示す情報である
警告情報を前記携帯端末装置に送信し、前記表示制御部は、前記一覧表示処理において、
前記警告情報に対応付けられた前記設定項目情報と、その設定項目情報に対応する設定内
容情報とのうち少なくとも一つを識別可能に表示することが好ましい。
【００２０】
　この構成によれば、ユーザーは、一覧表示画面に識別可能に表示されている、設定項目
情報とその設定項目情報に対応する設定内容情報のうち少なくとも一つを視認することに
よって、画像形成装置において、その設定項目情報によって示される設定項目に対応する
設定内容が、初期値とは異なる設定内容に設定されていることを容易に把握することがで
きる。
【００２１】
　また、前記機能設定制御システムは、複数の前記画像形成装置を備え、前記各画像形成
装置の前記選択項目記憶部は、それぞれ同じ前記選択項目情報を記憶し、前記携帯端末装
置は、前記複数の画像形成装置のうち、前記通信の対象とする何れか一の前記画像形成装
置を択一的に選択する操作を受け付ける通信対象受付部を更に備えることが好ましい。
【００２２】
　この構成によれば、画像形成装置が異なっても、各画像形成装置の選択項目記憶部には
、それぞれ同じ選択項目情報が記憶されているので、一覧表示画面には、同じ選択項目情
報に含まれている、同じ設定項目情報及びその設定項目情報に対応する設定内容情報が表
示される。したがって、設定内容情報の確認を行うための操作方法が画像形成装置毎に異
なる場合であっても、ユーザーは、各操作方法に精通する必要はなく、通信対象受付部に
よって受け付けられた通信対象の画像形成装置における、選択項目情報に含まれている同
じ設定項目情報及びその設定項目情報に対応する設定内容情報を容易に確認することがで
きる。
【００２３】
　また、前記画像形成装置は、前記複数の設定項目のうち何れかの設定項目に対応する前
記設定内容情報の入力操作を受け付ける入力受付部と、前記入力受付部によって受け付け
られた前記何れかの設定項目に対応する前記設定内容情報を、前記設定情報記憶部に記憶
された前記何れかの設定項目を示す設定項目情報に対応付けられた新たな設定内容情報と
して、前記設定情報記憶部に記憶させる設定情報更新処理を行う設定情報更新部と、を更
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に備えることが好ましい。
【００２４】
　この構成によれば、入力受付部によって何れかの設定項目に対応する設定内容情報の入
力操作が受け付けられると、設定情報更新部によって、設定情報記憶部に記憶されている
前記何れかの設定項目に対応する設定内容情報が、当該受け付けられた設定内容情報に更
新される。したがって、当該更新された設定内容情報が第２機能設定情報に含まれる場合
には、当該更新された設定内容情報が機能設定情報送信部によって携帯端末装置に送信さ
れる。この場合、ユーザーは、一覧表示画面に表示された当該更新された設定内容情報を
目視することによって、当該更新された設定内容情報に対応する設定項目情報によって示
される設定項目の設定内容が画像形成装置において更新されたことを把握することができ
る。
【００２５】
　また、前記画像形成装置は、前記設定情報更新処理によって前記新たに記憶された前記
設定内容情報とその前記設定内容情報に対応する前記設定項目情報とを含む更新設定情報
を前記携帯端末装置に送信する更新設定情報送信部を更に備え、前記表示制御部は、更に
、前記携帯側受信部によって前記更新設定情報が受信された場合、前記一覧表示画面に表
示されている前記設定内容情報のうち、前記更新設定情報に含まれている前記設定項目情
報と同じ前記設定項目情報に対応付けられた前記設定内容情報を、前記更新設定情報に含
まれている前記設定内容情報によって置き換えて表示することが好ましい。
【００２６】
　この構成によれば、設定情報記憶部に新たに記憶された設定内容情報とその設定内容情
報に対応する設定項目情報とを含む更新設定情報が携帯端末装置に送信される。そして、
表示制御部によって、一覧表示画面に表示されている設定内容情報のうち、当該更新設定
情報に含まれている設定項目情報と同じ設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が、
当該更新設定情報に含まれている設定内容情報に置き換えて表示される。
【００２７】
　このため、携帯端末装置に送信される情報量を、新たに記憶された設定内容情報及びそ
の設定内容情報に対応する設定項目情報の情報量に軽減することができるとともに、一覧
表示画面の表示にかかる時間を、一覧表示画面に表示されている設定内容情報のうちの一
部の表示を更新させるのにかかる時間に軽減することができる。これによって、画像形成
装置において何れかの設定項目に対応する設定内容情報が更新された場合に、迅速に、画
像形成装置において更新された設定内容情報を一覧表示画面に反映させることができる。
【００２８】
　また、前記携帯端末装置は、前記一覧表示画面に表示されている前記設定項目情報とそ
の設定項目情報に対応付けられた前記設定内容情報との組み合わせの表示順の変更操作を
受け付ける表示順変更受付部と、前記表示順変更受付部によって受け付けられた前記表示
順に基づいて、前記一覧表示画面に表示されている前記組み合わせの表示順を変更する表
示順変更制御部と、を更に備えることが好ましい。
【００２９】
　この構成によれば、ユーザーは、例えば、設定内容情報の確認作業を行う順番に、設定
項目情報とその設定項目情報に対応付けられた設定内容情報との組み合わせの表示順を変
更操作する等して、意図した表示順で設定項目情報とその設定項目情報に対応付けられた
設定内容情報とを表示させることができる。これによって、設定内容情報の確認作業の利
便性を向上することができる。
【００３０】
　また、本発明に係る画像形成装置は、機能を制御するための複数の設定項目を有し、携
帯端末装置と通信可能な画像形成装置であって、前記複数の設定項目をそれぞれ示す複数
の設定項目情報と、前記複数の設定項目にそれぞれ対応する設定内容を示す複数の設定内
容情報とを、それぞれ対応付けて第１機能設定情報として記憶する設定情報記憶部と、前
記第１機能設定情報に含まれる前記複数の設定項目情報のうち少なくとも一部の設定項目
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情報と、前記少なくとも一部の設定項目情報に対応する前記設定内容情報とを示す第２機
能設定情報を前記携帯端末装置に送信する機能設定情報送信処理を実行する機能設定情報
送信部と、前記携帯端末装置において表示される一覧表示画面に表示させる設定項目情報
として予め定められた設定項目情報を、選択項目情報として予め記憶する選択項目記憶部
と、前記複数の前記設定項目にそれぞれ対応する設定内容の初期値として予め定められた
複数の初期設定内容情報を記憶する初期設定情報記憶部と、前記複数の設定項目情報を、
前記選択項目情報に含まれている第１設定項目情報と、前記選択項目情報に含まれていな
い第２設定項目情報と、に分類する設定項目選択部と、を備え、前記機能設定情報送信部
は、前記第２設定項目情報に含まれる前記設定項目情報のうち、前記設定項目情報に対応
する前記設定内容情報と前記初期設定内容情報とが異なる第３設定項目情報と、前記第１
設定項目情報と、を前記第２機能設定情報に含める。
【００３１】
　この構成によれば、画像形成装置は、第１機能設定情報に含まれる複数の設定項目情報
のうち少なくとも一部の設定項目情報と、少なくとも一部の設定項目情報に対応する設定
内容情報とを含む第２機能設定情報を携帯端末装置に送信することによって、携帯端末装
置に第２機能設定情報を表示させることが可能となる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、機能を制御するための複数の設定項目を有する画像形成装置と前記画
像形成装置と通信可能な携帯端末装置とを含む機能設定制御システムにおいて、設定項目
に対応する設定内容を容易に確認することができる機能設定制御システム及び画像形成装
置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に係る機能設定制御システムの構成の一例を示す説明図である。
【図２】本発明に係る画像形成装置の一例としての複合機の概略構造図である。
【図３】操作部の一例を示す説明図である。
【図４】複合機の電気的構成の一例を示すブロック図である。
【図５】本発明に係る携帯端末装置の電気的構成の一例を示すブロック図である。
【図６】初期設定情報記憶部に記憶された複数の初期設定内容情報の一例を示す説明図で
ある。
【図７】設定情報記憶部に記憶された第１機能設定情報の一例を示す説明図である。
【図８】コピー機能を制御するための複数の設定項目に対応する設定内容情報の入力操作
を行うための操作画面の一例を示す説明図である。
【図９】設定項目「用紙選択」に対応する設定内容情報の入力操作を行うための操作画面
の一例を示す説明図である。
【図１０】通信対象の複合機を選択するための操作画面の一例を示す説明図である。
【図１１】携帯端末装置において一覧表示画面を表示させる動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図１２】選択項目記憶部に記憶された選択項目情報の一例を示す説明図である。
【図１３】複合機における機能設定情報を携帯端末装置へ送信する動作の一例を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】選択項目記憶部、設定情報記憶部、及び初期設定情報記憶部に記憶されている
情報の関係、及び、複合機から携帯端末装置に送信される情報の一例を示す説明図である
。
【図１５】複合機における機能設定情報を携帯端末装置へ送信する動作において実行され
る処理の一例を示すフローチャートであり、（ａ）は処理Ａを示すフローチャートであり
、（ｂ）は処理Ｂを示すフローチャートであり、（ｃ）は処理Ｃを示すフローチャートで
ある。
【図１６】一覧表示画面の一例を示す説明図である。
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【図１７】一覧表示画面に表示されている設定項目情報のうち、非表示にする対象の設定
項目情報を入力する操作の一例を示す説明図である。
【図１８】一覧表示画面に表示された設定項目情報の何れかを非表示にする動作の一例を
示すフローチャートであり、（ａ）は、携帯端末装置９における動作の一例を示すフロー
チャートであり、（ｂ）は、複合機１における動作の一例を示すフローチャートである。
【図１９】一覧表示画面に表示された設定項目情報の何れかを非表示にする動作が行われ
た後の一覧表示画面の一例を示す説明図である。
【図２０】携帯端末装置において一覧表示画面の表示を更新する動作の一例を示すフロー
チャートである。
【図２１】複合機における更新された設定内容情報を携帯端末装置へ送信する動作の一例
を示すフローチャートである。
【図２２】選択項目記憶部、第１機能設定情報が更新された設定情報記憶部、及び初期設
定情報記憶部に記憶されている情報の関係、及び、複合機から携帯端末装置に送信される
情報の一例を示す説明図である。
【図２３】複合機における更新された機能設定情報を携帯端末装置へ送信する動作におい
て実行される処理の一例を示すフローチャートであり、（ａ）は処理Ｘを示すフローチャ
ートであり、（ｂ）は処理Ｙを示すフローチャートである。
【図２４】表示内容を更新した後の一覧表示画面の一例を示す説明図である。
【図２５】一覧表示画面に表示されている設定項目情報とその設定項目情報に対応する設
定内容情報との組み合わせの表示順を変更する操作の一例を示す説明図であり、（ａ）は
表示順の変更前の一覧表示画面を示し、（ｂ）は表示順が変更された後の一覧表示画面を
示す。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明に係る実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本発明に係る機能設
定制御システムＳＹＳの構成の一例を示す説明図である。
【００３５】
　図１に示すように、機能設定制御システムＳＹＳは、本発明に係る画像形成装置の一例
としての複数の複合機１ａ～１ｃと、携帯端末装置９と、を備えて構成されている。複合
機１ａ～１ｃは、例えば、コピー機能、スキャナー機能及びファクシミリ機能等の多種の
機能を実行可能に構成されている。携帯端末装置９は、例えば、スマートフォンやタブレ
ット端末である。複合機１ａ～１ｃ及び携帯端末装置９は、互いに、例えば、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）や赤外線通信等の無線通信が可能に構成されている。携帯端末装置
９は、複数の複合機１ａ～１ｃのうち通信対象の一台を択一的に選択し、選択した複合機
１ａ～１ｃとの間で無線通信を行う。例えば、図１における実線部は、複合機１ａと携帯
端末装置９とが無線通信を行っていることを示している。尚、機能設定制御システムＳＹ
Ｓに含まれる複合機の台数は、３台に限定する趣旨ではなく、例えば１台であってもよい
。
【００３６】
　図２は、本発明に係る画像形成装置の一例としての複合機１ａ～１ｃの概略構造図であ
る。複合機１ａ～１ｃは、同様の構成であるため、以下では、複合機１ａ～１ｃを総称し
て複合機１と称す。
【００３７】
　複合機１は、原稿読取部５と、原稿給送部６と、本体部１００と、後処理部３と、操作
部７と、を備えている。
【００３８】
　原稿読取部５は、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）及び露光ラ
ンプ等からなるスキャナー５１と、ガラス等の透明部材により構成された原稿台５２及び
原稿読取スリット５３とを備えている。スキャナー５１は図略の駆動部によって移動可能
に構成され、原稿台５２に載置された原稿を読み取るときは、原稿台５２に対向する位置
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で原稿面に沿って移動され、原稿画像を走査しつつ取得した画像データを制御部１０へ出
力する。また、原稿給送部６により給送された原稿を読み取るときは、原稿読取スリット
５３と対向する位置に移動され、原稿読取スリット５３を介して原稿給送部６による原稿
の搬送動作と同期して原稿の画像を取得し、その画像データを制御部１０へ出力する。
【００３９】
　原稿給送部６は、原稿載置部６０１、給紙ローラー６０２、原稿搬送部６０３及び原稿
排出部６０４を備える。給紙ローラー６０２は、原稿載置部６０１にセットされた所要枚
数分の原稿を一枚ずつ繰り出し、原稿搬送部６０３は、繰り出される原稿を順次スキャナ
ー５１の読み取り位置に搬送する。スキャナー５１は、搬送される原稿の画像を順次読み
取り、読み取られた原稿は原稿排出部６０４に排出される。
【００４０】
　また、原稿給送部６はその前面側が上方に移動可能となるように本体部１００に対して
回動自在に設けられている。原稿給送部６の前面側を上方に移動させて原稿台５２上面を
開放することにより、原稿台５２の上面に読み取り原稿、例えば見開き状態にされた書籍
等を操作者が載置できるようになっている。
【００４１】
　本体部１００は、手差トレイ４６０、複数の給紙カセット４６１、複数の給紙ローラー
４６２、画像形成部４、排出口２０９、排出トレイ４８、及び制御部１０を備えている。
【００４２】
　給紙ローラー４６２は、用紙が収納された手差トレイ４６０や給紙カセット４６１から
用紙を引き出し、用紙を画像形成部４へ給送する。
【００４３】
　画像形成部４は、用紙搬送部４１と、光走査装置４２と、感光体ドラム４３と、現像部
４４と、転写部４５と、定着部４６と、を備えている。
【００４４】
　用紙搬送部４１は、給紙ローラー４６２によって搬送されてきた用紙を感光体ドラム４
３に供給する搬送ローラー４１３や、排出口２０９を介して用紙を後処理部３へ搬送する
搬送ローラー４１４や、用紙を排出トレイ４８まで搬送する搬送ローラー４１５等を備え
ている。
【００４５】
　光走査装置４２は、制御部１０に入力された画像データに基づいてレーザー光を出力し
、このレーザー光によって感光体ドラム４３を走査することで、感光体ドラム４３上に静
電潜像を形成する。
【００４６】
　現像部４４は、感光体ドラム４３上の静電潜像にトナーを付着させてトナー像を形成す
る。転写部４５は、感光体ドラム４３上のトナー像を用紙に転写する。定着部４６は、ト
ナー像が転写された用紙を加熱してトナー像を用紙に定着させる。
【００４７】
　制御部１０は、原稿読取部５や画像形成部４等の各機能動作部の動作制御を行い、複合
機１全体の動作を司る。制御部１０は、例えば、所定の演算処理を実行するＣＰＵ（Ｃｅ
ｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、所定の制御プログラムが記憶された
ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍ
ｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の不揮発性メモリーと、データを一
時的に記憶するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）と、これらの周辺
回路等とを備えて構成されている。
【００４８】
　後処理部３は、搬入口３０１、用紙搬送部３０２、仕分け部３０３、用紙加工部３０４
、搬出口３０５及びスタックトレイ３０６を備えている。後処理部３は、本体部１００に
着脱可能に構成されている。後処理部３には、印刷後に、ステープルやパンチなどの後処
理が必要となった用紙が、本体部１００の排出口２０９から搬入口３０１に搬入され、用
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紙搬送部３０２から仕分け部３０３に順次搬送され、適宜仕分け（ソート）や先端揃えが
行われた後、用紙加工部３０４においてステープルやパンチなどの処理が行われ、搬出口
３０５からスタックトレイ３０６へ排出される。スタックトレイ３０６は、搬出口３０５
から搬出された用紙の集積枚数に応じて、図中の矢印方向に上下動可能に構成されている
。
【００４９】
　操作部７は、複合機１の正面部に設けられ、ユーザーによる種々の操作指示を入力可能
に構成されている。図３は、操作部７の一例を示す説明図である。図３に示すように、操
作部７には、タッチパネル装置７１、インジケーター７２ａ～７２ｆ、入力キー７３ａ～
７３ｄ、スイッチ７４ａ～７４ｐが設けられている。
【００５０】
　タッチパネル装置７１は、タッチパネル機能を有する液晶ディスプレイ（表示部）７１
１を備えている。このタッチパネル機能によって、液晶ディスプレイ７１１に表示された
ソフトキーがユーザーによって触れられたときにはそのソフトキーのタッチ操作の指示が
入力される。また、このタッチパネル機能によって、液晶ディスプレイ７１１上でユーザ
ーによって触れられている位置の軌跡が認識され、その軌跡に基づいて予め定められた操
作であるジェスチャー操作の指示が入力される。
【００５１】
　例えば、このタッチパネル機能では、液晶ディスプレイ７１１を軽く叩くタップ操作、
予め定められた受付時間内に２度タップ操作するダブルタップ操作、液晶ディスプレイ７
１１を２本の指で摘むように操作し、又は、摘んだ状態から２本の指を広げるように操作
するピンチ操作、液晶ディスプレイ７１１に指を触れた状態でそのまま指を滑らせるスワ
イプ操作、液晶ディスプレイ７１１を軽く払うように指を動かすフリック操作、等のジェ
スチャー操作の指示が入力される。
【００５２】
　インジケーター７２ａ～７２ｆは、発光ダイオードなどからなり、点滅或いは点灯／消
灯することによって、複合機１の状態を示す。例えば、インジケーター７２ａは印刷中に
点滅し、インジケーター７２ｂは外部にデータを送信中に点滅し、インジケーター７２ｃ
は外部からデータを受信中に点滅する。インジケーター７２ｄは複合機１内に備えられた
ハードディスクやメモリー等に記憶されているデータにアクセス中に点滅する。インジケ
ーター７２ｅは異常が発生した場合に点灯又は点滅する。インジケーター７２ｆは複合機
１に電源が投入されているときに点灯する。
【００５３】
　入力キー７３ａ～７３ｄは、数字や記号の入力や、入力済みの文字列を消去又は確定す
るために設けられている。例えば、入力キー７３ａは、所謂置数キー群であり、数字や記
号を入力するために設けられている。入力キー７３ｂは、所謂クリアキーであり、入力済
みの文字列を消去するために設けられている。入力キー７３ｃは、所謂短縮キーであり、
予めメモリー等に記憶済みの文字列を読み出して入力するために設けられている。入力キ
ー７３ｄは、所謂エンターキー（リターンキー）であり、文字列の入力指示やソフトキー
の選択指示等を確定するために設けられている。
【００５４】
　スイッチ７４ａ～７４ｐは、複合機１に備えられた複数の機能のうち、実行しようとす
る機能の切り替えや、機能の動作を開始及び停止するために設けられたスイッチである。
【００５５】
　例えば、代表的なものとして、スイッチ７４ａは、実行対象の機能をシステムメニュー
機能に切り替えて、複合機１の有する各機能を制御するための複数の設定項目のそれぞれ
に対応する設定内容の初期値の入力操作を行うための操作画面を、液晶ディスプレイ７１
１に表示するスイッチである。スイッチ７４ｊは、実行対象の機能をコピー機能に切り替
えて、コピー機能を制御するための複数の設定項目のそれぞれに対応する設定内容の入力
操作を行うための操作画面を、液晶ディスプレイ７１１に表示するスイッチである。スイ
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ッチ７４ｍは、機能の動作を開始するスタートスイッチである。スイッチ７４ｎは、機能
の動作を停止するストップスイッチである。スイッチ７４ｏは、各設定内容を初期値に設
定し直すためのリセットスイッチである。
【００５６】
　次に、複合機１及び携帯端末装置９の電気的な構成について説明する。図４は、複合機
の電気的構成の一例を示すブロック図である。図５は、本発明に係る携帯端末装置９の電
気的構成の一例を示すブロック図である。
【００５７】
　図４に示すように、複合機１は、原稿給送部６、画像形成部４、操作部７、原稿読取部
５、後処理部３、通信部８及び制御部１０が相互に通信可能なように接続されている。原
稿給送部６、画像形成部４、操作部７、原稿読取部５、及び後処理部３に関しては、既に
説明したので説明を省略する。
【００５８】
　通信部８は、ファクシミリ通信部８０１と、ネットワーク通信部８０２と、無線通信部
８０３と、を備えている。
【００５９】
　ファクシミリ通信部８０１は、電話回線網８０４に接続されている。ファクシミリ通信
部８０１は、相手先ファクシミリとの電話回線の接続を制御するＮＣＵ（Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）及びファクシミリ通信用の画像信号を変復調する変復調回
路を備えている。
【００６０】
　ネットワーク通信部８０２は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）やイ
ンターネット等のネットワーク８０５に接続されている。ネットワーク通信部８０２は、
ネットワーク８０５に接続されたパーソナルコンピューター等の端末装置との間で、印刷
対象の文字列や画像等を表すバイナリデータ等、各種データの通信を実行するための通信
インターフェイス回路である。
【００６１】
　無線通信部８０３は、携帯端末装置９との間で、複合機１において設定されている各機
能の設定情報を表すバイナリデータ等の各種データを、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）や赤外線通信等によって無線通信するためのインターフェイス回路である。無線通
信部８０３は、携帯端末装置９からの各種データの送信要求を常時待機し、携帯端末装置
９からの送信要求に応答して、要求された各種データを携帯端末装置９に送信する。
【００６２】
　制御部１０は、ＲＡＭの記憶領域の一部を設定情報記憶部１２として用い、不揮発性メ
モリーの記憶領域の一部を初期設定情報記憶部１１及び選択項目記憶部１５として用いる
。また、制御部１０は、不揮発性メモリーに記憶された制御プログラムを実行することに
よって、原稿読取部５や画像形成部４等の各機能動作部の動作制御を行い、特に、入力受
付部１３、設定情報更新部１４、設定項目選択部１６、機能設定情報送信部１７、機能設
定不可情報送信部１８、非表示設定項目受信部１９、選択項目除外部２０、及び更新設定
情報送信部２１、として機能する。
【００６３】
　初期設定情報記憶部１１には、複合機１で実行可能な機能を制御するための複数の設定
項目にそれぞれ対応する設定内容の初期値として予め定められた複数の初期設定内容情報
が記憶されている。例えば、ユーザーによってシステムメニュー機能が実行されたときに
各設定内容の初期値として入力された設定内容情報が、各初期設定内容情報として初期設
定情報記憶部１１に記憶される。
【００６４】
　図６は、初期設定情報記憶部１１に記憶された複数の初期設定内容情報の一例を示す説
明図である。例えば、図６に示すように、初期設定情報記憶部１１には、設定項目「部数
」に対応する設定内容の初期値として予め定められた「１」を示す初期設定内容情報Ｌ１
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が記憶されている。
【００６５】
　また、初期設定情報記憶部１１には、設定項目「用紙選択」に対応する設定内容の初期
値として予め定められた「自動」を示す初期設定内容情報Ｌ２、設定項目「縮小／拡大」
に対応する設定内容の初期値として予め定められた「１００％」を示す初期設定内容情報
Ｌ３、設定項目「両面／分割」に対応する設定内容の初期値として予め定められた「片面
→片面」を示す初期設定内容情報Ｌ４、設定項目「濃度」に対応する設定内容の初期値と
して予め定められた「ふつう」を示す初期設定内容情報Ｌ５、設定項目「ページ集約」に
対応する設定内容の初期値として予め定められた「設定しない」を示す初期設定内容情報
Ｌ６、及び設定項目「排紙先」に対応する設定内容の初期値として予め定められた「上ト
レイ」を示す初期設定内容情報Ｌ７が記憶されている。
【００６６】
　設定情報記憶部１２には、複数の設定項目をそれぞれ示す複数の設定項目情報と、複数
の設定項目にそれぞれ対応する設定内容を示す複数の設定内容情報とを、それぞれ対応付
けた情報が第１機能設定情報Ｆ１として記憶される。制御部１０は、この第１機能設定情
報Ｆ１に含まれている、動作対象の機能を制御するための複数の設定項目にそれぞれ対応
する設定内容を読み出して、機能の動作制御を行う。
【００６７】
　このため、例えば、複合機１への電源投入時や、スイッチ７４ｏ（図３）が押下された
場合等に、制御部１０によって、初期設定情報記憶部１１に記憶されている各初期設定内
容情報を読み出して、読み出した各初期設定内容情報と、読み出された各初期設定内容情
報に対応する設定項目を示す設定項目情報と、を対応付けて、第１機能設定情報Ｆ１とし
て設定情報記憶部１２に記憶する初期化処理が行われる。
【００６８】
　図７は、設定情報記憶部１２に記憶された第１機能設定情報Ｆ１の一例を示す説明図で
ある。例えば、図７に示すように、設定情報記憶部１２には、上記の初期化処理によって
、設定項目「部数」を示す設定項目情報Ｊ１と、設定項目「部数」に対応する設定内容「
１」を示す設定内容情報Ｋ１と、を対応付けた情報が第１機能設定情報Ｆ１として記憶さ
れる。
【００６９】
　以下同様にして、設定情報記憶部１２には、設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報
Ｊ２と設定項目「用紙選択」に対応する設定内容「自動」を示す設定内容情報Ｋ２とを対
応付けた情報、設定項目「縮小／拡大」を示す設定項目情報Ｊ３と設定項目「縮小／拡大
」に対応する設定内容「１００％」を示す設定内容情報Ｋ３とを対応付けた情報、及び、
設定項目「両面／分割」を示す設定項目情報Ｊ４と設定項目「両面／分割」に対応する設
定内容「片面→片面」を示す設定内容情報Ｋ４とを対応付けた情報が第１機能設定情報Ｆ
１として記憶される。また、設定情報記憶部１２には、設定項目「濃度」を示す設定項目
情報Ｊ５と設定項目「濃度」に対応する設定内容「ふつう」を示す設定内容情報Ｋ５とを
対応付けた情報、設定項目「ページ集約」を示す設定項目情報Ｊ６と設定項目「ページ集
約」に対応する設定内容「設定しない」を示す設定内容情報Ｋ６とを対応付けた情報、及
び設定項目「排紙先」を示す設定項目情報Ｊ７と設定項目「排紙先」に対応する設定内容
「上トレイ」を示す設定内容情報Ｋ７とを対応付けた情報が、第１機能設定情報Ｆ１とし
て記憶される。
【００７０】
　入力受付部１３は、複数の設定項目のうち何れかの設定項目に対応する設定内容情報の
入力操作を受け付ける。設定情報更新部１４は、入力受付部１３によって受け付けられた
何れかの設定項目に対応する設定内容情報を、設定情報記憶部１２に記憶された何れかの
設定項目を示す設定項目情報に対応する新たな設定内容情報として、設定情報記憶部１２
に記憶させる設定情報更新処理を行う。
【００７１】
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　図８は、コピー機能を制御するための複数の設定項目に対応する設定内容情報の入力操
作を行うための操作画面の一例を示す説明図である。図９は、設定項目「用紙選択」に対
応する設定内容情報の入力操作を行うための操作画面の一例を示す説明図である。具体的
には、スイッチ７４ｊ（図３）が押下されると、入力受付部１３は、例えば、図８に示す
ように、コピー機能を制御するための複数の設定項目に対応する設定内容情報の入力操作
を行うための操作画面Ｗ１を液晶ディスプレイ７１１に表示させる。
【００７２】
　操作画面Ｗ１において、符号ＳＫ１～ＳＫ７は、それぞれ、設定項目「部数」、設定項
目「用紙選択」、設定項目「縮小／拡大」、設定項目「両面／分割」、設定項目「濃度」
、設定項目「ページ集約」、及び設定項目「排紙先」の各設定項目に対応する設定内容情
報の入力操作を行うための各操作画面を、液晶ディスプレイ７１１に表示させる操作を行
わせるためのソフトキーを示している。
【００７３】
　また、各設定項目に対応するソフトキーＳＫ２～ＳＫ７の上部には、設定情報記憶部１
２に記憶されている各設定項目を示す設定項目情報のそれぞれに対応付けられた設定内容
情報Ｋ２～Ｋ７（図７）が表示される。また、設定項目「部数」を示す設定項目情報Ｊ１
（図７）に対応付けられた設定内容情報Ｋ１（図７）は、操作画面Ｗ１における垂直方向
の上部に表示される。つまり、ユーザーは、スイッチ７４ｊ（図３）を押下して、液晶デ
ィスプレイ７１１の表示を操作画面Ｗ１に切り替える操作を行うことによって、コピー機
能を制御するための複数の設定項目に対応する設定内容を一目で確認することができる。
【００７４】
　操作画面Ｗ１において、ユーザーによって、例えばソフトキーＳＫ２がタッチ操作され
ると、入力受付部１３は、液晶ディスプレイ７１１に表示されている操作画面Ｗ１を、図
９に示すように、用紙選択機能の設定情報の入力操作を行うための操作画面Ｗ２に切り替
えて、液晶ディスプレイ７１１に表示させる。これによって、操作画面Ｗ１が液晶ディス
プレイ７１１に表示されなくなるので、ユーザーはコピー機能を制御するための複数の設
定項目に対応する設定内容を一目で確認することができなくなる。
【００７５】
　図９に示す操作画面Ｗ２において、符号ＫＧ１は、手差トレイ４６０に載置されている
用紙及び各給紙カセット４６１に収容されている用紙を選択操作させるためのソフトキー
群を示している。例えば、図９では、最上段の給紙カセット４６１に収容されている「Ａ
４」サイズの用紙が選択されている状態を示している。このように、ユーザーによるソフ
トキー群ＫＧ１のうちの何れかのソフトキーのタッチ操作によって用紙が選択された状態
で、ＯＫキーＳＫＯＫが押下されると、入力受付部１３は、ユーザーによってタッチ操作
されたソフトキーに対応する「Ａ４」を示す情報を、設定項目「用紙選択」に対応する設
定内容情報として受け付ける。
【００７６】
　入力受付部１３によって設定項目「用紙選択」に対応する設定内容情報として「Ａ４」
を示す情報が受け付けられると、設定情報更新部１４は、設定情報更新処理を開始し、入
力受付部１３によって受け付けられた「Ａ４」を示す情報を、設定情報記憶部１２に記憶
されている設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報Ｊ２（図７）に対応する新たな設定
内容情報Ｋ２（図７）として、設定情報記憶部１２に記憶させる。
【００７７】
　尚、選択項目記憶部１５、設定項目選択部１６、機能設定情報送信部１７、機能設定不
可情報送信部１８、非表示設定項目受信部１９、選択項目除外部２０、及び更新設定情報
送信部２１の詳細については、後述する。
【００７８】
　一方、携帯端末装置９は、図５に示すように、タッチパネル装置９１と、無線通信部９
２と、携帯側制御部９０と、を備えている。
【００７９】
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　タッチパネル装置９１は、複合機１に備えられたタッチパネル装置７１と同様に、タッ
チパネル機能を有する液晶ディスプレイ（携帯側表示部）９１１を備えて構成されている
。このタッチパネル機能によって、液晶ディスプレイ９１１に表示されたソフトキーがユ
ーザーによって触れられたときにはそのソフトキーのタッチ操作の指示が入力される。ま
た、このタッチパネル機能によって、液晶ディスプレイ９１１上でユーザーによって触れ
られている位置の軌跡が認識され、その軌跡に基づいて、例えば、タップ操作、ダブルタ
ップ操作、ピンチ操作、及びスワイプ操作等の予め定められたジェスチャー操作の指示が
入力される。
【００８０】
　無線通信部９２は、複合機１に備えられた無線通信部８０３との間で、当該複合機１に
おいて設定されている各設定項目及びその設定項目に対応する設定内容を表すバイナリデ
ータ等の各種データを、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）や赤外線通信等によって
無線通信するためのインターフェイス回路である。
【００８１】
　携帯側制御部９０は、タッチパネル装置９１や無線通信部９２の動作制御を行い、携帯
端末装置９全体の動作を司る。携帯側制御部９０は、例えば、所定の演算処理を実行する
ＣＰＵと、所定の制御プログラムが記憶されたＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリーと、デ
ータを一時的に記憶するＲＡＭと、これらの周辺回路等とを備えて構成されている。
【００８２】
　携帯側制御部９０は、不揮発性メモリーに記憶された制御プログラムを実行することに
よって、タッチパネル装置９１や無線通信部９２の動作制御を行い、特に、通信対象受付
部９３、携帯側受信部９４、表示制御部９５、非表示対象受付部９６、非表示設定項目送
信部９７、表示順変更受付部９８、及び表示順変更制御部９９、として機能する。
【００８３】
　通信対象受付部９３は、機能設定制御システムＳＹＳに含まれる複数の複合機１ａ～１
ｃ（図１）のうち、通信の対象とする何れか一の複合機１を択一的に選択する操作を受け
付ける。
【００８４】
　図１０は、通信対象の複合機１を選択するための操作画面の一例を示す説明図である。
例えば、図１０に示すように、通信対象受付部９３は、機能設定制御システムＳＹＳに含
まれる複数の複合機１ａ～１ｃのそれぞれを示すソフトキーＳＫａ～ＳＫｃが表示された
操作画面Ｗ３を液晶ディスプレイ９１１に表示させる。そして、ユーザーによって、ソフ
トキーＳＫａ～ＳＫｃのうちの何れか一つがタッチ操作された後、ＯＫキーＳＫＯＫ２が
タッチ操作されると、当該タッチ操作されたソフトキーによって示される複合機１を、通
信対象の複合機１として受け付ける。例えば、図１０は、ユーザーによって複合機１ａを
示すソフトキーＳＫａがタッチ操作されたことを示している。
【００８５】
　携帯側受信部９４は、無線通信部９２を介して、通信対象の複合機１に各種情報の送信
を要求し、これに応じて通信対象の複合機１から送信されてきた情報を受信する。
【００８６】
　尚、携帯側受信部９４によって受信される情報の詳細については後述する。また、表示
制御部９５、非表示対象受付部９６、非表示設定項目送信部９７、表示順変更受付部９８
、及び表示順変更制御部９９の詳細については、後述する。
【００８７】
　以下では、携帯端末装置９と複合機１との間で無線通信を行うことによって、複合機１
における複数の設定項目を示す設定項目情報及び設定項目情報に対応する設定内容情報を
一画面で表示する一覧表示画面Ｗ０を携帯端末装置９の液晶ディスプレイ９１１に表示さ
せる動作について説明する。そして、当該説明の中で、選択項目記憶部１５、設定項目選
択部１６、機能設定情報送信部１７、機能設定不可情報送信部１８、表示制御部９５につ
いて詳述する。また、以下では、設定項目情報と設定内容情報とを対応付けた情報を機能
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設定情報と称す。
【００８８】
　図１１は、携帯端末装置９において一覧表示画面Ｗ０を表示させる動作の一例を示すフ
ローチャートである。例えば、図１１に示すように、携帯端末装置９において、通信対象
受付部９３によって、機能設定制御システムＳＹＳに含まれる複数の複合機１ａ～１ｃ（
図１）のうち、通信の対象とする何れか一の複合機１を択一的に選択する操作が受け付け
られると（ＳＡ１；ＹＥＳ）、携帯側受信部９４は、無線通信部９２を介して、通信対象
受付部９３によって受け付けられた通信対象の複合機１に対して、一覧表示画面Ｗ０に表
示させる設定項目として予め選択された設定項目を示す設定項目情報と、その設定項目情
報に対応する設定内容情報と、をそれぞれ対応付けた機能設定情報の送信を要求する（Ｓ
Ａ２）。
【００８９】
　予め選択された設定項目は、例えば、携帯端末装置９、各複合機１ａ～１ｃ、又は、ネ
ットワーク８０５を介して複合機１に接続されたパーソナルコンピューター等の端末装置
において、機能設定制御システムＳＹＳに含まれる複数の複合機１ａ～１ｃのうちの何れ
かによって設定可能な設定項目の一覧の中から選択操作される。この選択操作された設定
項目を示す設定項目情報は、携帯端末装置９によって無線通信部９２を介して各複合機１
ａ～１ｃに送信される、又は、各複合機１ａ～１ｃ若しくは端末装置からネットワーク８
０５を介して各複合機１ａ～１ｃに送信され、各複合機１ａ～１ｃの選択項目記憶部１５
のそれぞれに、同じ選択項目情報ＳＩとして予め記憶される。
【００９０】
　図１２は、選択項目記憶部１５に記憶された選択項目情報ＳＩの一例を示す説明図であ
る。例えば、図１２に示すように、選択項目記憶部１５には、選択項目情報ＳＩとして、
設定項目「部数」を示す設定項目情報Ｊ１、設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報Ｊ
２、設定項目「縮小／拡大」を示す設定項目情報Ｊ３、設定項目「両面／分割」を示す設
定項目情報Ｊ４、設定項目「ステープル」を示す設定項目情報Ｊ８、設定項目「ソート」
を示す設定項目情報Ｊ９、及び設定項目「パンチ」を示す設定項目情報Ｊ１０が記憶され
ている。
【００９１】
　図１３は、複合機１における機能設定情報を携帯端末装置９へ送信する動作の一例を示
すフローチャートである。図１３に示すように、複合機１では、無線通信部８０３によっ
て、携帯端末装置９からの機能設定情報の送信要求が受信されると（ＳＢ１；ＹＥＳ）、
設定項目選択部１６は、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項目情報を、選択項目
記憶部１５に記憶されている選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項
目を示す設定項目情報であるか否かによって分類する（ＳＢ２）。
【００９２】
　図１４は、選択項目記憶部１５、設定情報記憶部１２、及び初期設定情報記憶部１１に
記憶されている情報の関係、及び、複合機１から携帯端末装置９に送信される情報の一例
を示す説明図である。例えば、図１４は、選択項目記憶部１５に、図１２に示したものと
同じ選択項目情報ＳＩが記憶されていることを示している。また、図１４は、設定情報記
憶部１２には、初期化処理によって図７に示した第１機能設定情報Ｆ１が記憶された後、
設定情報更新部１４による設定情報更新処理によって、設定項目「部数」に対応する設定
内容情報Ｋ１が、設定項目「部数」に対応する初期設定内容情報Ｌ１が示す初期値「１」
とは異なる「１０」に更新され、設定項目「ページ集約」に対応する設定内容情報Ｋ６が
、設定項目「ページ集約」に対応する初期設定内容情報Ｌ６が示す初期値「設定しない」
とは異なる「２　ｉｎ　１」に更新されていることを示している。
【００９３】
　以下では、無線通信部８０３によって、携帯端末装置９からの機能設定情報の送信要求
が受信された場合に、図１４に示すように、選択項目記憶部１５、設定情報記憶部１２、
及び初期設定情報記憶部１１に情報が記憶されていたものとして具体的に説明する。
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【００９４】
　図１４に示すように、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項目情報Ｊ１～Ｊ４は
、選択項目情報ＳＩに含まれている。一方、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項
目情報Ｊ５～Ｊ７は、選択項目情報ＳＩに含まれていない。したがって、設定項目選択部
１６は、ステップＳＢ２において、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項目情報Ｊ
１～Ｊ７を、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項
目情報Ｊ１～Ｊ４と、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示
す設定項目情報ではない設定項目情報Ｊ５～Ｊ７と、に分類する。
【００９５】
　次に、機能設定情報送信部１７は、設定情報記憶部１２に記憶されている第１機能設定
情報Ｆ１のうち、ステップＳＢ２において選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされ
ている設定項目を示す設定項目情報として分類された設定項目情報Ｊ１～Ｊ４に対応する
機能設定情報を用いて、処理Ａを実行する（ＳＢ３）。一方、機能設定情報送信部１７は
、設定情報記憶部１２に記憶されている第１機能設定情報Ｆ１のうち、ステップＳＢ２に
おいて選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報
ではないとして分類された設定項目情報Ｊ５～Ｊ７に対応する機能設定情報を用いて、処
理Ｂを実行する（ＳＢ４）。
【００９６】
　図１５は、複合機１における機能設定情報を携帯端末装置９へ送信する動作において実
行される処理の一例を示すフローチャートであり、（ａ）は処理Ａを示すフローチャート
であり、（ｂ）は処理Ｂを示すフローチャートであり、（ｃ）は処理Ｃを示すフローチャ
ートである。図１５（ａ）に示すように、機能設定情報送信部１７は、ステップＳＢ３に
おいて、以下に説明するステップＳＣ１～ＳＣ３からなる処理Ａを実行する。機能設定情
報送信部１７は、処理Ａの実行を開始すると、先ず、ステップＳＢ２において選択項目情
報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報として分類された
設定項目情報Ｊ１～Ｊ４を、更に、設定項目情報Ｊ１～Ｊ４にそれぞれ対応付けられた設
定内容情報Ｋ１～Ｋ４が、それぞれに対応する初期設定内容情報Ｌ１～Ｌ４と同じである
か否かによって分類する（ＳＣ１）。
【００９７】
　図１４に示すように、設定項目情報Ｊ１～Ｊ４にそれぞれ対応付けられた設定内容情報
Ｋ１～Ｋ４のうち、設定内容情報Ｋ２～Ｋ４は、初期設定内容情報Ｌ２～Ｌ４と同じであ
る。また、設定項目情報Ｊ１に対応付けられた設定内容情報Ｋ１は、初期設定内容情報Ｌ
１と異なっている。したがって、機能設定情報送信部１７は、ステップＳＣ１において、
設定項目情報Ｊ１～Ｊ４を、設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容
情報と同じである設定項目情報Ｊ２～Ｊ４と、設定項目情報に対応付けられた設定内容情
報が初期設定内容情報と異なる設定項目情報Ｊ１とに分類する。
【００９８】
　次に、機能設定情報送信部１７は、図１４に示すように、ステップＳＣ１において設定
項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と同じである設定項目情報と
して分類した設定項目情報Ｊ２～Ｊ４と、これに対応する設定内容情報Ｋ２～Ｋ４と、を
対応付けた情報Ｖ１を携帯端末装置９に送信する（ＳＣ２、機能設定情報送信処理）。
【００９９】
　また、機能設定情報送信部１７は、図１４に示すように、ステップＳＣ１において設定
項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と異なる設定項目情報として
分類した設定項目情報Ｊ１と、これに対応する設定内容情報Ｋ１と、警告を示す情報であ
る警告情報ＡＬと、を対応付けた情報Ｖ２を携帯端末装置９に送信する（ＳＣ３、機能設
定情報送信処理）。
【０１００】
　一方、機能設定情報送信部１７は、図１５（ｂ）に示すように、ステップＳＢ４におい
て、以下に説明するステップＳＤ１～ＳＤ２からなる処理Ｂを実行する。機能設定情報送
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信部１７は、処理Ｂの実行を開始すると、先ず、ステップＳＢ２において選択項目情報Ｓ
Ｉによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報ではないとして分類さ
れた設定項目情報Ｊ５～Ｊ７のうち、設定項目情報Ｊ５～Ｊ７にそれぞれ対応付けられた
設定内容情報Ｋ５～Ｋ７が、それぞれに対応する初期設定内容情報Ｌ５～Ｌ７と異なる設
定項目情報を取得する（ＳＤ１）。
【０１０１】
　図１４に示すように、設定項目情報Ｊ５～Ｊ７にそれぞれ対応付けられた設定内容情報
Ｋ５～Ｋ７のうち、設定内容情報Ｋ５，Ｋ７は、初期設定内容情報Ｌ５，Ｌ７と同じであ
るが、設定項目情報Ｊ６に対応付けられた設定内容情報Ｋ６は、初期設定内容情報Ｌ６と
異なっている。したがって、機能設定情報送信部１７は、ステップＳＤ１において、設定
項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と異なる設定内容情報として
、設定項目情報Ｊ６を取得する。
【０１０２】
　そして、機能設定情報送信部１７は、図１４に示すように、ステップＳＤ１において設
定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と異なる設定内容情報とし
て取得した設定項目情報Ｊ６と、これに対応する設定内容情報Ｋ６と、警告情報ＡＬと、
を対応付けた情報Ｖ３を携帯端末装置９に送信する（ＳＤ２、機能設定情報送信処理）。
【０１０３】
　このように、機能設定情報送信部１７は、第１機能設定情報Ｆ１に含まれる複数の設定
項目情報のうち少なくとも一部の設定項目情報と、少なくとも一部の設定項目情報に対応
する設定内容情報とを含む第２機能設定情報Ｆ２として、上記の情報Ｖ１～Ｖ３を携帯端
末装置９に送信する。
【０１０４】
　図１３に戻り、ステップＳＢ４の実行後、機能設定不可情報送信部１８は、選択項目情
報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報のうち、設定情報
記憶部１２に記憶されていない設定項目情報を用いて、処理Ｃを実行する（ＳＢ５）。
【０１０５】
　具体的には、図１４に示すように、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされてい
る設定項目を示す設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ８～Ｊ１０のうち、設定情報記憶部１２に
は、設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０が記憶されていない。例えば、複合機１ｂには後処理部３
が装着されており、後処理部３が有する機能を制御するための設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０
のそれぞれが示す設定項目の設定が可能であるため、予め選択する対象の設定項目として
設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０を選択項目情報ＳＩとして選択項目記憶部１５に記憶すること
ができる。しかし、通信対象の複合機１ａに後処理部３が備えられていない場合、或いは
、後処理部３が修理中のために本体部１００から離脱されている場合には、後処理部３が
有する機能を制御するための設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０のそれぞれが示す設定項目の設定
が不可能であり、このような場合、設定情報記憶部１２には、設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０
が記憶されない。
【０１０６】
　したがって、機能設定不可情報送信部１８は、ステップＳＢ５において、選択項目情報
ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ８～
Ｊ１０のうち、設定情報記憶部１２に記憶されていない設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０を用い
て、処理Ｃを実行する。
【０１０７】
　機能設定不可情報送信部１８は、図１５（ｃ）に示すように、ステップＳＢ５において
、以下に説明するステップＳＥ１からなる処理Ｃを実行する。機能設定不可情報送信部１
８は、処理Ｃの実行を開始すると、図１４に示すように、選択項目情報ＳＩによって選択
する対象とされている設定項目を示す設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ８～Ｊ１０のうち、設
定情報記憶部１２に記憶されていない設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０と、その設定項目情報に
よって示される設定項目が存在しないことを示す情報である設定不可情報ＩＭ（例えば図
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１４に示す、「設定不可」を示す文字列）と、を対応付けた機能設定不可情報ＦＸを携帯
端末装置９に送信する（ＳＥ１）。
【０１０８】
　一方、携帯端末装置９では、図１１に示すように、携帯側受信部９４によって無線通信
部９２を介して第２機能設定情報Ｆ２が受信されると（ＳＡ３；ＹＥＳ）、表示制御部９
５は、携帯側受信部９４によって受信された第２機能設定情報Ｆ２に基づいて、液晶ディ
スプレイ９１１に、第２機能設定情報Ｆ２に含まれる設定項目情報と、第２機能設定情報
Ｆ２に含まれる設定項目情報に対応付けられた設定内容情報とを対応させて一画面で表示
する一覧表示画面Ｗ０を表示させる一覧表示処理を行う（ＳＡ４）。
【０１０９】
　図１６は、一覧表示画面Ｗ０の一例を示す説明図である。例えば、ステップＳＡ３にお
いて、携帯側受信部９４によって図１４に示した第２機能設定情報Ｆ２が受信されると、
表示制御部９５は、図１６に示すように、第２機能設定情報Ｆ２に含まれる情報Ｖ１に基
づいて、情報Ｖ１に含まれる設定項目情報Ｊ２～Ｊ４と、設定項目情報Ｊ２～Ｊ４にそれ
ぞれ対応する設定内容情報Ｋ２～Ｋ４と、を対応させて一画面で表示する一覧表示画面Ｗ
０を液晶ディスプレイ９１１に表示させる一覧表示処理を行う。
【０１１０】
　また、表示制御部９５は、一覧表示処理において、第２機能設定情報Ｆ２に含まれる情
報Ｖ２に基づいて、情報Ｖ２に含まれる設定項目情報Ｊ１と、設定項目情報Ｊ１に対応す
る設定内容情報Ｋ１と、を対応させて一覧表示画面Ｗ０に表示させる。また、図１４に示
したように、当該情報Ｖ２に含まれる設定項目情報Ｊ１には、警告情報ＡＬが対応付けら
れている。このように、警告情報ＡＬが対応付けられた設定項目情報が存在する場合には
（ＳＡ５；ＹＥＳ）、表示制御部９５は、更に、警告情報ＡＬに対応付けられた設定項目
情報Ｊ１と、設定項目情報Ｊ１に対応する設定内容情報Ｋ１と、を、例えば、白黒反転さ
せて表示する等して、識別可能に表示させる（ＳＡ６）。
【０１１１】
　これと同様にして、表示制御部９５は、一覧表示処理において、第２機能設定情報Ｆ２
に含まれる情報Ｖ３に基づいて、情報Ｖ３に含まれる設定項目情報Ｊ６と、設定項目情報
Ｊ６に対応する設定内容情報Ｋ６と、を対応させて一覧表示画面Ｗ０に表示させる。また
、図１４に示したように、当該情報Ｖ３に含まれる設定項目情報Ｊ６には警告情報ＡＬが
対応付けられているので（ＳＡ５；ＹＥＳ）、表示制御部９５は、設定項目情報Ｊ６と、
設定項目情報Ｊ６に対応する設定内容情報Ｋ６と、を、例えば、白黒反転させて表示する
等して、識別可能に表示させる（ＳＡ６）。
【０１１２】
　尚、警告情報ＡＬに対応付けられた設定項目情報及びその設定項目情報に対応する設定
項目情報のうちの何れか一つだけを、識別可能に表示させてもよい。また、警告情報ＡＬ
に対応付けられた設定項目情報及びその設定項目情報に対応する設定項目情報のうち少な
くとも一つを識別可能に表示させる方法は、白黒反転させて表示することに限らず、例え
ば、赤色や太字にして表示させることによって識別可能に表示させてもよい。
【０１１３】
　そして、携帯側受信部９４によって無線通信部９２を介して機能設定不可情報ＦＸが受
信された場合には（ＳＡ７；ＹＥＳ）、表示制御部９５は、更に、受信された機能設定不
可情報ＦＸに基づいて、機能設定不可情報ＦＸに含まれる設定項目情報と、機能設定不可
情報ＦＸに含まれる設定項目情報に対応付けられた設定不可情報ＩＭとを対応させて一覧
表示画面Ｗ０に含めて表示させる（ＳＡ８）。
【０１１４】
　具体的には、ステップＳＡ７において、携帯側受信部９４によって図１４に示した機能
設定不可情報ＦＸが受信されると、例えば、図１６に示すように、表示制御部９５は、ス
テップＳＡ８において、機能設定不可情報ＦＸに含まれる設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０と、
設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０にそれぞれ対応する設定不可情報ＩＭと、を対応させて一覧表
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示画面Ｗ０に含めて表示させる。
【０１１５】
　このように、上記実施形態の構成によれば、複合機１は、第１機能設定情報Ｆ１に含ま
れる複数の設定項目情報のうち少なくとも一部の設定項目情報と、少なくとも一部の設定
項目情報に対応する設定内容情報とを含む第２機能設定情報Ｆ２を携帯端末装置９に送信
することができる。携帯端末装置９では、複合機１から受信した第２機能設定情報Ｆ２に
含まれる設定項目情報と、第２機能設定情報Ｆ２に含まれる設定項目情報に対応付けられ
た設定内容情報とが対応付けて一覧表示画面Ｗ０に一覧表示される。
【０１１６】
　このため、ユーザーは、複合機１の操作を行わなくても、また、複合機１の操作を行っ
ている最中であっても、一覧表示画面Ｗ０を見ることによって複合機１に設定されている
設定項目のうち少なくとも一部の設定項目とその設定項目に対応する設定内容を容易に把
握することができる。
【０１１７】
　また、上記実施形態の構成によれば、一覧表示画面Ｗ０に表示される設定項目の数が、
設定項目選択部１６によって選択された設定項目情報の数に低減される。このため、一覧
表示画面Ｗ０が視認しやすくなり、設定項目とその設定項目に対応する設定内容の確認作
業の効率を向上することができる。したがって、例えば、設定内容を確認する必要がある
と考えられる設定項目を示す設定項目情報だけを選択するように、選択項目情報ＳＩを選
択項目記憶部１５に記憶することによって、一覧表示画面Ｗ０に表示される内容を、設定
内容を確認する必要があると考えられる設定項目とその設定項目に対応する設定内容のみ
に制限して、設定内容の確認作業の効率を向上することができる。
【０１１８】
　例えば、ソートやステープル等の後処理部３に備えられた機能を制御するための設定項
目を示す設定項目情報が、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目
情報として含まれている場合に、複合機１が後処理部３を備えていないときや、後処理部
３が複合機１から離脱されたときは、後処理部３に備えられた機能を制御するための設定
項目に対応する設定内容を設定不可能な状態になる。このとき、後処理部３に備えられた
機能を制御するための設定項目を示す設定項目情報とその設定項目情報に対応する設定内
容情報が設定情報記憶部１２に記憶されなくなる虞がある。
【０１１９】
　このような場合、上記実施形態の構成によれば、選択項目情報ＳＩによって選択する対
象とされている設定項目情報のうち、第１機能設定情報Ｆ１に含まれる設定項目情報とは
異なる設定項目情報と、その設定項目情報によって示される設定項目が存在しないことを
示す情報である設定不可情報ＩＭとが対応付けられた機能設定不可情報ＦＸが、携帯端末
装置９に送信される。そして、一覧表示画面Ｗ０には、機能設定不可情報ＦＸに含まれる
設定項目情報と機能設定不可情報ＦＸに含まれる設定項目情報に対応する設定不可情報Ｉ
Ｍとが対応付けられて一覧表示画面Ｗ０に表示される。
【０１２０】
　このため、ユーザーは、一覧表示画面Ｗ０に表示された設定不可情報ＩＭを視認するこ
とによって、当該設定不可情報ＩＭに対応する設定項目に対応する設定内容を設定不可能
であることを容易に把握することができる。
【０１２１】
　また、上記実施形態の構成によれば、ユーザーは、一覧表示画面Ｗ０に識別可能に表示
されている、設定項目情報とその設定項目情報に対応する設定内容情報のうち少なくとも
一つを視認することによって、複合機１において、その設定項目情報によって示される設
定項目に対応する設定内容が、初期値とは異なる設定内容に設定されていることを容易に
把握することができる。
【０１２２】
　また、上記実施形態の構成によれば、複合機１が異なっても、各複合機１の選択項目記
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憶部１５には、それぞれ同じ選択項目情報ＳＩが記憶されているので、一覧表示画面Ｗ０
には、同じ選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている、同じ設定項目情報及び
その設定項目情報に対応する設定内容情報が表示される。したがって、設定内容情報の確
認を行うための操作方法が複合機１毎に異なる場合であっても、ユーザーは、各操作方法
に精通する必要はなく、通信対象受付部９３によって受け付けられた通信対象の複合機１
における、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている同じ設定項目情報及びそ
の設定項目情報に対応する設定内容情報を容易に確認することができる。
【０１２３】
　また、上記実施形態の構成によれば、入力受付部１３によって何れかの設定項目に対応
する設定内容情報の入力操作が受け付けられると、設定情報更新部１４によって、設定情
報記憶部１２に記憶された何れかの設定項目に対応する設定内容情報が、当該受け付けら
れた設定内容情報に更新される。したがって、当該更新された設定内容情報が第２機能設
定情報Ｆ２に含まれる場合には、当該更新された設定内容情報が機能設定情報送信部１７
によって携帯端末装置９に送信される。この場合、ユーザーは、一覧表示画面Ｗ０に表示
された当該更新された設定内容情報を目視することによって、当該更新された設定内容情
報に対応する設定項目情報によって示される設定項目の設定内容が複合機１において更新
されたことを把握することができる。
【０１２４】
　以下では、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報とその設定項目情報に対応
する設定内容情報との組み合わせのうち、ユーザーによって入力操作された組み合わせを
非表示にする動作について説明する。そして、当該説明の中で、非表示対象受付部９６、
非表示設定項目送信部９７、非表示設定項目受信部１９、及び選択項目除外部２０につい
て詳述する。
【０１２５】
　図１７は、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報のうち、非表示にする対象
の設定項目情報を入力する操作の一例を示す説明図である。図１８は、一覧表示画面に表
示された設定項目情報の何れかを非表示にする動作の一例を示すフローチャートであり、
（ａ）は、携帯端末装置９における動作の一例を示すフローチャートであり、（ｂ）は、
複合機１における動作の一例を示すフローチャートである。図１９は、一覧表示画面Ｗ０
に表示された設定項目情報の何れかを非表示にする動作が行われた後の一覧表示画面Ｗ０
の一例を示す説明図である。
【０１２６】
　非表示対象受付部９６は、例えば、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報の
うちの何れかがダブルタップ操作されると、非表示にする対象の設定項目情報の入力操作
が行われたものとして、当該ダブルタップ操作された設定項目情報を非表示にする対象の
設定項目情報として受け付ける。
【０１２７】
　例えば、図１７は、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ６
，Ｊ８～Ｊ１０のうち、設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報Ｊ２がダブルタップ操
作されたことを示している。この場合、非表示対象受付部９６は、設定項目「用紙選択」
を示す設定項目情報Ｊ２を非表示にする対象の設定項目情報として受け付ける。尚、非表
示にする対象の設定項目情報の入力操作は、ダブルタップ操作に限定する趣旨ではなく、
非表示にする対象の設定項目情報をタッチしたまま、液晶ディスプレイ９１１の外側へ移
動させるスワイプ操作等の操作であってもよい。
【０１２８】
　図１８（ａ）に示すように、携帯端末装置９では、非表示対象受付部９６によって非表
示にする対象の設定項目情報の入力操作が受け付けられると（ＳＡ２１；ＹＥＳ）、非表
示設定項目送信部９７は、無線通信部９２を介して、非表示対象受付部９６によって受け
付けられた設定項目情報を非表示設定項目情報として複合機１に送信する（ＳＡ２２）。
【０１２９】
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　例えば、非表示対象受付部９６によって、設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報Ｊ
２（図１７）が非表示にする対象の設定項目情報として受け付けられた場合には、非表示
設定項目送信部９７は、設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報Ｊ２を非表示設定項目
情報として複合機１に送信する。
【０１３０】
　そして、携帯端末装置９では、ステップＳＡ３以降の処理（図１１）が行われる。
【０１３１】
　一方、複合機１では、図１８（ｂ）に示すように、非表示設定項目受信部１９によって
、無線通信部８０３を介して、非表示設定項目送信部９７から送信された非表示設定項目
情報が受信される。非表示設定項目受信部１９によって、非表示設定項目情報が受信され
ると（ＳＢ２１；ＹＥＳ）、選択項目除外部２０は、選択項目記憶部１５に記憶されてい
る、非表示設定項目受信部１９によって受信された非表示設定項目情報によって示される
設定項目情報を削除する。これによって、選択項目除外部２０は、選択項目情報ＳＩによ
って選択する対象とされている設定項目情報の中から、非表示設定項目受信部１９によっ
て受信された非表示設定項目情報によって示される設定項目情報を除外する（ＳＢ２２）
。
【０１３２】
　そして、複合機１では、ステップＳＢ２以降の処理（図１３）が行われる。
【０１３３】
　具体的には、ステップＳＢ２１において、非表示設定項目受信部１９によって受信され
た非表示設定項目情報が、例えば設定項目「用紙選択」を示す設定項目情報Ｊ２（図１７
）を示す場合、選択項目除外部２０は、ステップＳＢ２２において、図１４に示したよう
に、選択項目記憶部１５に記憶されている選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされ
ている設定項目情報Ｊ１～Ｊ４、Ｊ８～Ｊ１０のうち、受信された非表示設定項目情報に
よって示される設定項目情報Ｊ２を削除する。
【０１３４】
　次に、設定項目選択部１６は、ステップＳＢ２（図１３）において、設定情報記憶部１
２に記憶されている設定項目情報Ｊ１～Ｊ７（図１４）を、選択項目情報ＳＩによって選
択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報Ｊ１，Ｊ３，Ｊ４と、選択項目情報
ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報ではない設定項目情
報Ｊ２，Ｊ５～Ｊ７と、に分類する。
【０１３５】
　このため、ステップＳＢ３において、設定項目情報Ｊ２に対応する機能設定情報を用い
て処理Ａは実行されない。これによって、ステップＳＣ２において携帯端末装置９に送信
される情報Ｖ１（図１４）及びステップＳＣ３において携帯端末装置９に送信される情報
Ｖ２（図１４）の何れにも、設定項目情報Ｊ２に対応する機能設定情報が含まれなくなる
。
【０１３６】
　一方、ステップＳＢ４において、設定項目情報Ｊ２に対応する機能設定情報を用いて処
理Ｂが実行される。この場合、図１４に示したように、設定項目情報Ｊ２に対応する設定
内容情報Ｋ２は、これに対応する初期設定内容情報Ｌ２と同じであるので、ステップＳＤ
２において、携帯端末装置９に送信される情報Ｖ３（図１４）にも、設定項目情報Ｊ２に
対応する機能設定情報は含まれなくなる。
【０１３７】
　そして、携帯端末装置９において、ステップＳＡ３～ＳＡ６（図１１）が実行されると
、図１９に示すように、第２機能設定情報Ｆ２に基づいて設定項目情報Ｊ１，Ｊ３，Ｊ４
，Ｊ６（図１４）と、これに対応する設定内容情報Ｋ１，Ｋ３，Ｋ４，Ｋ６（図１４）と
、が対応付けて一覧表示画面Ｗ０に表示され、また、ステップＳＡ７において、機能設定
不可情報ＦＸに基づいて、設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０と、設定不可情報ＩＭと、が対応付
けて一覧表示画面Ｗ０に表示される。
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【０１３８】
　別の具体例として、例えば、ステップＳＡ２１（図１８（ａ））において、非表示対象
受付部９６によって、設定項目「部数」を示す設定項目情報Ｊ１が非表示にする対象の設
定項目情報として受け付けられた場合には、ステップＳＢ２１において、非表示設定項目
受信部１９によって、設定項目「部数」を示す設定項目情報Ｊ１が非表示設定項目情報と
して受信される。この場合、選択項目除外部２０は、ステップＳＢ２２において、選択項
目記憶部１５に記憶されている選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定
項目情報Ｊ１～Ｊ４、Ｊ８～Ｊ１０（図１４）のうち、受信された非表示設定項目情報に
よって示される設定項目情報Ｊ１を削除する。
【０１３９】
　次に、設定項目選択部１６は、ステップＳＢ２（図１３）において、設定情報記憶部１
２に記憶されている設定項目情報Ｊ１～Ｊ７（図１４）を、選択項目情報ＳＩによって選
択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報Ｊ２～Ｊ４と、選択項目情報ＳＩに
よって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報ではない設定項目情報Ｊ１
，Ｊ５～Ｊ７と、に分類する。
【０１４０】
　したがって、非表示設定項目情報としての設定項目情報Ｊ１に対応する機能設定情報は
、ステップＳＢ３における処理Ａの対象とはならない。これによって、ステップＳＣ２（
図１５（ａ））において携帯端末装置９に送信される情報Ｖ１（図１４）及びステップＳ
Ｃ３（図１５（ａ））において携帯端末装置９に送信される情報Ｖ２（図１４）の何れに
も、設定項目情報Ｊ２に対応する機能設定情報が含まれなくなる。
【０１４１】
　一方、非表示設定項目情報としての設定項目情報Ｊ１に対応する機能設定情報は、ステ
ップＳＢ４における処理Ｂの対象となる。この場合、図１４に示したように、設定項目情
報Ｊ１に対応する設定内容情報Ｋ１は、これに対応する初期設定内容情報Ｌ１と異なるの
で、ステップＳＤ２（図１５（ｂ））において、携帯端末装置９に送信される情報Ｖ３（
図１４）に、設定項目情報Ｊ１に対応する機能設定情報が含まれるようになる。
【０１４２】
　そして、携帯端末装置９において、ステップＳＡ３～ＳＡ６（図１１）が実行されると
、第２機能設定情報Ｆ２に基づいて、設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ６（図１４）と、これ
に対応する設定内容情報Ｋ１～Ｋ４，Ｋ６（図１４）と、が対応付けて一覧表示画面Ｗ０
に表示され、また、ステップＳＡ７において、機能設定不可情報ＦＸに基づいて、設定項
目情報Ｊ８～Ｊ１０と、設定不可情報ＩＭと、が対応付けて一覧表示画面Ｗ０に表示され
る。
【０１４３】
　このように、ステップＳＡ２１（図１８（ａ））において、非表示対象受付部９６によ
って、非表示にする対象の設定項目情報として受け付けられた設定項目情報であっても、
その設定項目情報に対応する設定内容情報が、その設定項目情報に対応する初期設定内容
情報と異なっている場合には、その設定項目情報は非表示にならず、初期設定内容情報と
異なる設定内容情報と対応させて一覧表示画面Ｗ０に表示される。
【０１４４】
　更に別の具体例として、例えば、ステップＳＡ２１（図１８（ａ））において、非表示
対象受付部９６によって、設定項目「ステープル」を示す設定項目情報Ｊ８が非表示にす
る対象の設定項目情報として受け付けられた場合には、ステップＳＢ２１において、非表
示設定項目受信部１９によって、設定項目「ステープル」を示す設定項目情報Ｊ８が非表
示設定項目情報として、受信される。この場合、選択項目除外部２０は、ステップＳＢ２
２において、選択項目記憶部１５に記憶されている選択項目情報ＳＩによって選択する対
象とされている設定項目情報Ｊ１～Ｊ４、Ｊ８～Ｊ１０（図１４）のうち、受信された非
表示設定項目情報によって示される設定項目情報Ｊ８を削除する。
【０１４５】
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　この場合、ステップＳＢ５（図１３）において、機能設定不可情報送信部１８によって
、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報のう
ち、設定情報記憶部１２に記憶されていない設定項目情報Ｊ９，Ｊ１０を用いて、処理Ｃ
が実行される。つまり、設定項目情報Ｊ８に対応する機能設定情報は、ステップＳＢ５に
おける処理Ｃの対象とはならない。これによって、ステップＳＥ１において携帯端末装置
９に送信される機能設定不可情報ＦＸ（図１４）には、設定項目情報Ｊ８に対応する機能
設定情報が含まれなくなる。
【０１４６】
　そして、携帯端末装置９において、ステップＳＡ３～ＳＡ６（図１１）が実行されると
、第２機能設定情報Ｆ２に基づいて設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ６（図１４）と、これに
対応する設定内容情報Ｋ１～Ｋ４，Ｋ６（図１４）と、が対応付けて一覧表示画面Ｗ０に
表示され、また、ステップＳＡ７において、機能設定不可情報ＦＸに基づいて、設定項目
情報Ｊ９，Ｊ１０と、設定不可情報ＩＭと、が対応付けて一覧表示画面Ｗ０に表示される
。
【０１４７】
　このように、ステップＳＡ２１（図１８（ａ））において、非表示対象受付部９６によ
って、非表示にする対象の設定項目情報として受け付けられた設定項目情報であっても、
その設定項目情報が設定情報記憶部１２に記憶されていない設定項目情報、即ち、設定が
不可能であり、制御部１０による機能の動作制御に用いることができない設定項目を示す
設定項目情報である場合には、その設定項目情報は非表示にならず、設定不可情報ＩＭと
対応させて一覧表示画面Ｗ０に表示される。
【０１４８】
　このように、上記実施形態の構成によれば、ユーザーは、設定内容の確認が不要と考え
られる設定項目を示す設定項目情報を非表示にする対象として入力操作することによって
、当該設定項目情報が選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目情報
の中から除外される。
【０１４９】
　これによって、当該除外が行われた以降は、非表示にする対象として入力された設定項
目情報は、設定項目選択部１６によって第２機能設定情報Ｆ２に含まれる少なくとも一部
の設定項目情報として選択されることがなくなる。したがって、ユーザーは、設定内容の
確認が不要と考えられる設定項目を示す設定項目情報とその設定項目情報に対応する設定
内容情報が非表示にされた一覧表示画面Ｗ０を目視することによって、設定内容の確認作
業の効率を向上することができる。
【０１５０】
　以下では、一覧表示画面Ｗ０が表示されている間に複合機１において更新された設定内
容情報を、一覧表示画面Ｗ０に反映させる動作について説明する。そして、当該説明の中
で、更新設定情報送信部２１について詳述する。
【０１５１】
　図２０は、携帯端末装置９において一覧表示画面Ｗ０の表示を更新する動作の一例を示
すフローチャートである。例えば、図２０に示すように、携帯端末装置９では、一覧表示
画面Ｗ０が表示されている場合、予め定められた所定の時間が経過する度に（ＳＡ３１；
ＹＥＳ）、携帯側受信部９４は、無線通信部９２を介して、ステップＳＡ１（図１１）に
おいて通信対象受付部９３によって受け付けられた通信対象の複合機１に対して、更新さ
れた機能設定情報の送信を要求する（ＳＡ３２）。尚、予め定められた所定の時間は、例
えば、数個の設定項目に対応する設定内容情報を入力するのに要する時間として、数秒程
度に予め定められ、不揮発性メモリーに記憶されている。
【０１５２】
　図２１は、複合機１における更新された機能設定情報を携帯端末装置９へ送信する動作
の一例を示すフローチャートである。図２１に示すように、複合機１では、無線通信部８
０３によって、携帯端末装置９からの更新された機能設定情報の送信要求が受信されると
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（ＳＢ３１；ＹＥＳ）、ステップＳＢ２が実行される（ＳＢ２）。
【０１５３】
　図２２は、選択項目記憶部１５、第１機能設定情報Ｆ１が更新された設定情報記憶部１
２、及び初期設定情報記憶部１１に記憶されている情報の関係、及び、複合機１から携帯
端末装置９に送信される情報の一例を示す説明図である。
【０１５４】
　例えば、図２２は、選択項目記憶部１５に、図１４に示したものと同じ選択項目情報Ｓ
Ｉが記憶されていることを示している。また、図２２は、設定情報記憶部１２には、図１
４に示した第１機能設定情報Ｆ１が記憶されていたが、設定情報更新部１４による設定情
報更新処理によって、設定項目「部数」に対応する設定内容情報Ｋ１が、設定項目「部数
」に対応する初期設定内容情報Ｌ１が示す初期値「１」と同じ「１」に更新されているこ
とを示している。また、図２２は、設定項目「両面／分割」に対応する設定内容情報Ｋ６
が、設定情報更新部１４による設定情報更新処理によって、設定項目「両面／分割」に対
応する初期設定内容情報Ｌ４が示す初期値「片面→片面」とは異なる「片面→両面」に更
新され、設定項目「ページ集約」に対応する設定内容情報Ｋ６が、設定項目「ページ集約
」に対応する初期設定内容情報Ｌ６が示す初期値「設定しない」とは異なる「４　ｉｎ　
１」に更新されていることを示している。
【０１５５】
　以下では、無線通信部８０３によって、携帯端末装置９から更新された機能設定情報の
送信要求が受信された場合に、図２２に示すように、選択項目記憶部１５、設定情報記憶
部１２、及び初期設定情報記憶部１１に情報が記憶されていたものとして具体的に説明す
る。
【０１５６】
　図２２に示すように、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項目情報Ｊ１～Ｊ４は
、選択項目情報ＳＩに含まれている。一方、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項
目情報Ｊ５～Ｊ７は、選択項目情報ＳＩに含まれていない。したがって、設定項目選択部
１６は、ステップＳＢ２において、設定情報記憶部１２に記憶されている設定項目情報Ｊ
１～Ｊ７を、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項
目情報Ｊ１～Ｊ４と、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示
す設定項目情報ではない設定項目情報Ｊ５～Ｊ７と、に分類する。
【０１５７】
　次に、更新設定情報送信部２１は、設定情報記憶部１２に記憶されている第１機能設定
情報Ｆ１のうち、ステップＳＢ２において選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされ
ている設定項目を示す設定項目情報として分類された設定項目情報Ｊ１～Ｊ４に対応する
機能設定情報を用いて、処理Ｘを実行する（ＳＢ３３）。一方、更新設定情報送信部２１
は、設定情報記憶部１２に記憶されている第１機能設定情報Ｆ１のうち、ステップＳＢ２
において選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情
報ではないとして分類された設定項目情報Ｊ５～Ｊ７に対応する機能設定情報を用いて、
処理Ｙを実行する（ＳＢ３４）。
【０１５８】
　図２３は、複合機１における更新された機能設定情報を携帯端末装置９へ送信する動作
において実行される処理の一例を示すフローチャートであり、（ａ）は処理Ｘを示すフロ
ーチャートであり、（ｂ）は処理Ｙを示すフローチャートである。具体的には、更新設定
情報送信部２１は、図２３（ａ）に示すように、ステップＳＢ３３において、以下に説明
するステップＳＣ２１～ＳＣ２４からなる処理Ｘを実行する。更新設定情報送信部２１は
、処理Ｘの実行を開始すると、先ず、ステップＳＢ２において選択項目情報ＳＩによって
選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報として分類された設定項目情報Ｊ
１～Ｊ４のうち、設定内容情報が更新されている設定項目情報を取得する（ＳＣ２１）。
【０１５９】
　図２２に示すように、設定項目情報Ｊ１～Ｊ４のうち、設定項目情報Ｊ１，Ｊ４は、そ
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れぞれに対応付けられた設定内容情報Ｋ１，Ｋ４が更新されている。したがって、更新設
定情報送信部２１は、ステップＳＣ２１において、設定項目情報Ｊ１，Ｊ４を取得する。
【０１６０】
　そして、更新設定情報送信部２１は、ステップＳＣ２１において取得した設定項目情報
Ｊ１，Ｊ４を、更に、設定項目情報Ｊ１，Ｊ４にそれぞれ対応付けられた設定内容情報Ｋ
１，Ｋ４が、それぞれに対応する初期設定内容情報Ｌ１，Ｌ４と同じであるか否かによっ
て分類する（ＳＣ２２）。
【０１６１】
　図２２に示すように、設定項目情報Ｊ１，Ｊ４にそれぞれ対応付けられた設定内容情報
Ｋ１，Ｋ４のうち、設定内容情報Ｋ１は、初期設定内容情報Ｌ１と同じである。また、設
定項目情報Ｊ４に対応付けられた設定内容情報Ｋ４は、初期設定内容情報Ｌ４と異なって
いる。したがって、更新設定情報送信部２１は、ステップＳＣ２２において、設定項目情
報Ｊ１，Ｊ４を、設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と同じ
である設定項目情報Ｊ１と、設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容
情報と異なる設定項目情報Ｊ４とに分類する。
【０１６２】
　次に、更新設定情報送信部２１は、図２２に示すように、ステップＳＣ２２において設
定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と同じである設定項目情報
として分類した設定項目情報Ｊ１と、これに対応する更新された設定内容情報Ｋ１と、を
対応付けた情報Ｕ１を携帯端末装置９に送信する（ＳＣ２３）。
【０１６３】
　また、更新設定情報送信部２１は、図２２に示すように、ステップＳＣ２２において設
定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と異なる設定項目情報とし
て分類した設定項目情報Ｊ４と、これに対応する更新された設定内容情報Ｋ４と、警告を
示す情報である警告情報ＡＬと、を対応付けた情報Ｕ２を携帯端末装置９に送信する（Ｓ
Ｃ２４）。
【０１６４】
　一方、更新設定情報送信部２１は、図２３（ｂ）に示すように、ステップＳＢ３４にお
いて、以下に説明するステップＳＤ２１～ＳＤ２３からなる処理Ｙを実行する。更新設定
情報送信部２１は、処理Ｙの実行を開始すると、先ず、ステップＳＢ２において選択項目
情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報ではないとして
分類された設定項目情報Ｊ５～Ｊ７のうち、設定内容情報が更新されている設定項目情報
を取得する（ＳＤ２１）。
【０１６５】
　図２２に示すように、設定項目情報Ｊ５～Ｊ７のうち、設定項目情報Ｊ６は、設定項目
情報Ｊ６に対応付けられた設定内容情報Ｋ６が更新されている。したがって、更新設定情
報送信部２１は、ステップＳＤ２１において、設定項目情報Ｊ６を取得する。
【０１６６】
　そして、更新設定情報送信部２１は、ステップＳＤ２１において取得した設定項目情報
のうち、その設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が、これに対応する初期設定内
容情報と異なる設定項目情報を取得する（ＳＤ２２）。
【０１６７】
　図２２に示すように、ステップＳＤ２１において取得した設定項目情報Ｊ６に対応付け
られた設定内容情報Ｋ６は、初期設定内容情報Ｌ６と異なっている。したがって、更新設
定情報送信部２１は、ステップＳＤ２２において、設定項目情報Ｊ６を取得する。
【０１６８】
　そして、更新設定情報送信部２１は、図２２に示すように、ステップＳＤ２２において
設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が初期設定内容情報と異なる設定内容情報と
して取得した設定項目情報Ｊ６と、これに対応する更新された設定内容情報Ｋ６と、警告
情報ＡＬと、を対応付けた情報Ｕ３を携帯端末装置９に送信する（ＳＤ２３）。
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【０１６９】
　このように、更新設定情報送信部２１は、設定情報更新処理によって更新された設定内
容情報とその設定内容情報に対応する設定項目情報とを含む更新設定情報ＦＵとして、上
記の情報Ｕ１～Ｕ３を携帯端末装置９に送信する。
【０１７０】
　図２１に戻り、ステップＳＢ３４の実行後は、機能設定不可情報送信部１８によって、
選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報のうち
、設定情報記憶部１２に記憶されていない設定項目情報を用いて、処理Ｃが実行される（
ＳＢ５）。
【０１７１】
　具体的には、図２２に示すように、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされてい
る設定項目を示す設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ８～Ｊ１０のうち、設定情報記憶部１２に
は、設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０が記憶されていない。したがって、機能設定不可情報送信
部１８は、ステップＳＢ５において、選択項目情報ＳＩによって選択する対象とされてい
る設定項目を示す設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ８～Ｊ１０のうち、設定情報記憶部１２に
記憶されていない設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０を用いて、処理Ｃを実行する。
【０１７２】
　機能設定不可情報送信部１８は、ステップＳＢ５において処理Ｃの実行を開始すると、
ステップＳＥ１（図１５（ｃ））を実行し、図２２に示すように、選択項目情報ＳＩによ
って選択する対象とされている設定項目を示す設定項目情報Ｊ１～Ｊ４，Ｊ８～Ｊ１０の
うち、設定情報記憶部１２に記憶されていない設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０と、その設定項
目情報によって示される設定項目が存在しないことを示す情報である設定不可情報ＩＭと
、を対応付けた機能設定不可情報ＦＸを携帯端末装置９に送信する。
【０１７３】
　一方、携帯端末装置９では、図２０に示すように、携帯側受信部９４によって無線通信
部９２を介して更新設定情報ＦＵが受信されると（ＳＡ３３；ＹＥＳ）、表示制御部９５
は、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定内容情報のうち、受信された更新設定情報Ｆ
Ｕに含まれている設定項目情報と同じ設定項目情報に対応付けられた設定内容情報を、更
新設定情報ＦＵに含まれている設定内容情報によって置き換えて表示する（ＳＡ３４）。
そして、携帯端末装置９では、ステップＳＡ５以降の処理（図１１）が行われる。
【０１７４】
　図２４は、表示内容を更新した後の一覧表示画面Ｗ０の一例を示す説明図である。例え
ば、ステップＳＡ３３（図２０）において、携帯側受信部９４によって図２２に示した更
新設定情報ＦＵが受信されると、表示制御部９５は、図２４に示すように、ステップＳＡ
３４において、更新設定情報ＦＵに含まれる情報Ｕ１に基づいて、一覧表示画面Ｗ０に表
示されている設定内容情報Ｋ１～Ｋ６，Ｋ８～Ｋ１０のうち、情報Ｕ１に含まれる設定項
目情報Ｊ１と同じ設定項目情報Ｊ１に対応付けられた設定内容情報Ｋ１を、更新設定情報
ＦＵに含まれている設定内容「１」を示す設定内容情報Ｋ１に置き換えて表示する。
【０１７５】
　また、表示制御部９５は、更新設定情報ＦＵに含まれる情報Ｕ２に基づいて、情報Ｕ２
に含まれる設定項目情報Ｊ４と同じ設定項目情報Ｊ４に対応付けられた設定内容情報Ｋ４
を、更新設定情報ＦＵに含まれている設定内容「片面→両面」を示す設定内容情報Ｋ４に
置き換えて表示する。また、図２２に示したように、当該情報Ｕ２に含まれる設定項目情
報Ｊ４には警告情報ＡＬが対応付けられている。このように、警告情報ＡＬが対応付けら
れた設定項目情報が存在する場合には（ＳＡ５；ＹＥＳ）、表示制御部９５は、更に、警
告情報ＡＬに対応付けられた設定項目情報Ｊ４と、設定項目情報Ｊ４に対応する設定内容
情報Ｋ４と、を、例えば、白黒反転させて表示する等して、識別可能に表示させる（ＳＡ
６）。
【０１７６】
　これと同様にして、表示制御部９５は、更新設定情報ＦＵに含まれる情報Ｕ３に基づい
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て、情報Ｕ３に含まれる設定項目情報Ｊ６と同じ設定項目情報Ｊ６に対応付けられた設定
内容情報Ｋ６を、更新設定情報ＦＵに含まれている設定内容「４　ｉｎ　１」を示す設定
内容情報Ｋ６に置き換えて表示する。また、図２２に示したように、当該情報Ｕ３に含ま
れる設定項目情報Ｊ６には警告情報ＡＬが対応付けられているので（ＳＡ５；ＹＥＳ）、
表示制御部９５は、設定項目情報Ｊ６と、設定項目情報Ｊ６に対応する設定内容情報Ｋ６
と、を、例えば、白黒反転させて表示する等して、識別可能に表示させる（ＳＡ６）。
【０１７７】
　また、携帯側受信部９４によって無線通信部９２を介して機能設定不可情報ＦＸが受信
された場合には（ＳＡ７；ＹＥＳ）、表示制御部９５は、更に、携帯側受信部９４によっ
て受信された機能設定不可情報ＦＸに基づいて、機能設定不可情報ＦＸに含まれる設定項
目情報と、機能設定不可情報ＦＸに含まれる設定項目情報に対応付けられた設定不可情報
ＩＭとを対応させて一覧表示画面Ｗ０に含めて表示させる（ＳＡ８）。
【０１７８】
　具体的には、例えば、図２４に示すように、ステップＳＡ７において、携帯側受信部９
４によって図２２に示した機能設定不可情報ＦＸが受信されると、表示制御部９５は、ス
テップＳＡ８において、機能設定不可情報ＦＸに含まれる設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０と、
設定項目情報Ｊ８～Ｊ１０にそれぞれ対応する設定不可情報ＩＭと、を対応させて一覧表
示画面Ｗ０に含めて表示させる。
【０１７９】
　このように、上記実施形態の構成によれば、設定情報記憶部１２に新たに記憶された設
定内容情報とその設定内容情報に対応する設定項目情報とを含む更新設定情報ＦＵが携帯
端末装置９に送信される。そして、表示制御部９５によって、一覧表示画面Ｗ０に表示さ
れている設定内容情報のうち、当該更新設定情報ＦＵに含まれている設定項目情報と同じ
設定項目情報に対応付けられた設定内容情報が、当該更新設定情報ＦＵに含まれている設
定内容情報に置き換えて表示される。
【０１８０】
　このため、携帯端末装置９に送信される情報量を、新たに記憶された設定内容情報及び
その設定内容情報に対応する設定項目情報の情報量に軽減することができるとともに、一
覧表示画面Ｗ０の表示にかかる時間を、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定内容情報
のうちの一部の表示を更新させるのにかかる時間に軽減することができる。これによって
、複合機１において何れかの設定項目に対応する設定内容情報が更新された場合に、迅速
に、複合機１において更新された設定内容情報を一覧表示画面Ｗ０に反映させることがで
きる。
【０１８１】
　尚、ステップＳＢ３３（図２１）に代えてステップＳＢ３（図１３）を実行し、ステッ
プＳＢ３４（図２１）に代えてステップＳＢ４（図１３）を実行するように構成してもよ
い。これに合わせて、携帯端末装置９では、ステップＳＡ３２（図２０）の実行後、ステ
ップＳＡ３３及びステップＳＡ３４を実行せずに、ステップＳＡ３（図１１）以降の処理
を実行するように構成してもよい。
【０１８２】
　つまり、複合機１から設定情報記憶部１２に新たに記憶された設定内容情報とその設定
内容情報に対応する設定項目情報とを含む更新設定情報ＦＵを携帯端末装置９に送信する
構成に代えて、一覧表示画面Ｗ０を液晶ディスプレイ９１１に初めて表示させるときの動
作と同様に、複合機１から携帯端末装置９に、設定情報記憶部１２に新たに記憶された設
定内容情報とその設定内容情報に対応する設定項目情報だけでなく、選択項目情報ＳＩに
含まれている設定項目情報であって、設定内容情報が更新されていない設定項目情報に対
応する機能設定情報をも含む第２機能設定情報Ｆ２を送信するように構成し、携帯端末装
置９では、受信した第２機能設定情報Ｆ２に基づいて、新たに一覧表示画面Ｗ０を表示さ
せるように構成してもよい。
【０１８３】
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　以下では、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報とその設定項目情報に対応
付けられた設定内容情報との組み合わせの表示順を変更する動作について説明する。そし
て、当該説明の中で、表示順変更受付部９８及び表示順変更制御部９９について詳述する
。
【０１８４】
　図２５は、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報とその設定項目情報に対応
する設定内容情報との組み合わせの表示順を変更する操作の一例を示す説明図であり、（
ａ）は表示順の変更前の一覧表示画面Ｗ０を示し、（ｂ）は表示順が変更された後の一覧
表示画面Ｗ０を示す。
【０１８５】
　表示順変更受付部９８は、例えば、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報と
その設定項目情報に対応する設定内容情報との組み合わせのうちの何れかが垂直方向にス
ワイプ操作されると、スワイプ操作された設定項目情報とその設定項目情報に対応する設
定内容情報との組み合わせの表示順の変更操作がなされたものとして、当該スワイプ操作
された組み合わせをスワイプ操作終了時に液晶ディスプレイ９１１に触れていた位置に表
示させる指示として受け付ける。
【０１８６】
　例えば、図２５（ａ）は、ユーザーによって、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定
項目情報Ｊ４と設定項目情報Ｊ４に対応する設定内容情報Ｋ４との組み合わせが、設定項
目情報Ｊ２と設定項目情報Ｊ２に対応する設定内容情報Ｋ２との組み合わせが表示されて
いる位置まで、垂直方向にスワイプ操作されることを示している。
【０１８７】
　この場合、表示順変更受付部９８は、設定項目情報Ｊ４と設定項目情報Ｊ４に対応する
設定内容情報Ｋ４との組み合わせの表示順の変更操作がなされたものとして、設定項目情
報Ｊ４と設定項目情報Ｊ４に対応する設定内容情報Ｋ４との組み合わせを、設定項目情報
Ｊ２と設定項目情報Ｊ２に対応する設定内容情報Ｋ２との組み合わせが表示されている位
置に表示させる指示として受け付ける。
【０１８８】
　尚、設定項目情報及び設定内容情報の組み合わせの表示順の変更操作は、スワイプ操作
に限定する趣旨ではなく、例えば、表示順を変更する対象の組み合わせをタッチ操作した
後、そのタッチ操作した組み合わせの表示位置の移動先を選択するために、移動先の位置
に現在表示されている組み合わせをタッチ操作する等の複数の操作を行うものであっても
よい。
【０１８９】
　表示順変更制御部９９は、表示順変更受付部９８によって受け付けられた表示順に基づ
いて、一覧表示画面Ｗ０に表示されている設定項目情報及び設定内容情報の組み合わせの
表示順を変更する。
【０１９０】
　例えば、図２５（ａ）に示したように、表示順変更受付部９８によって、設定項目情報
Ｊ４と設定項目情報Ｊ４に対応する設定内容情報Ｋ４との組み合わせを、設定項目情報Ｊ
２と設定項目情報Ｊ２に対応する設定内容情報Ｋ２との組み合わせが表示されている位置
に表示させる指示が受け付けられた場合、表示順変更制御部９９は、図２５（ｂ）に示す
ように、設定項目情報Ｊ４と設定項目情報Ｊ４に対応する設定内容情報Ｋ４との組み合わ
せを、設定項目情報Ｊ２と設定項目情報Ｊ２に対応する設定内容情報Ｋ２との組み合わせ
が表示されていた位置に表示させる。また、表示順変更制御部９９は、これに合わせて、
設定項目情報Ｊ２と設定項目情報Ｊ２に対応する設定内容情報Ｋ２との組み合わせ、及び
設定項目情報Ｊ３と設定項目情報Ｊ３に対応する設定内容情報Ｋ３との組み合わせの表示
位置を、垂直方向下方にシフトして表示させる。
【０１９１】
　上記実施形態の構成によれば、ユーザーは、例えば、設定内容情報の確認作業を行う順
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番に、設定項目情報とその設定項目情報に対応付けられた設定内容情報との組み合わせの
表示順を変更操作する等して、意図した表示順で設定項目情報とその設定項目情報に対応
付けられた設定内容情報とを表示させることができる。これによって、設定内容情報の確
認作業の利便性を向上することができる。
【０１９２】
　尚、上記実施形態において図１乃至図２５に示した構成は単なる一例に過ぎず、本発明
を当該実施形態に限定する趣旨ではない。
【０１９３】
　例えば、ユーザー毎に固有の選択項目情報ＳＩを、それぞれユーザーを識別するための
ユーザー識別情報と対応付けて選択項目記憶部１５に記憶するように構成してもよい。こ
れに合わせて、携帯端末装置９に、ユーザーを識別するためのユーザー識別情報を入力操
作するための操作画面を設けてもよい。そして、携帯側受信部９４は、ステップＳＡ２（
図１１）及びステップＳＡ３２（図２０）において、複合機１に対して機能設定情報の送
信を要求する場合に、当該操作画面によって入力されたユーザー識別情報を送信するよう
に構成してもよい。一方、複合機１では、設定項目選択部１６は、ステップＳＢ２（図１
３、図２１）において、当該選択項目記憶部１５に記憶されている、ステップＳＢ１（図
１３）及びステップＳＢ３１（図２１）で機能設定情報の送信要求とともに受信されたユ
ーザー識別情報に対応付けられた選択項目情報ＳＩを用いるように構成してもよい。
【０１９４】
　これと同様に、非表示設定項目送信部９７は、ステップＳＡ２２（図１８（ａ））にお
いて非表示設定項目情報を複合機１に送信する場合に、入力されたユーザー識別情報を送
信するように構成してもよい。一方、複合機１では、選択項目除外部２０は、ステップＳ
Ｂ２２（図１８（ｂ））において、ステップＳＢ２１（図１８（ｂ））で非表示設定項目
情報とともに受信されたユーザー識別情報に対応付けられた選択項目情報ＳＩによって選
択する対象とされている設定項目情報の中から、受信された非表示設定項目情報によって
示される設定項目情報を除外するように構成してもよい。
【０１９５】
　また、携帯側制御部９０が、表示順変更受付部９８及び表示順変更制御部９９として機
能しないように簡素化して構成してもよい。
【０１９６】
　また、各複合機１ａ～１ｃにそれぞれ備えられた選択項目記憶部１５には、他の複合機
１に備えられた選択項目記憶部１５に記憶されている選択項目情報ＳＩとは異なる内容の
選択項目情報ＳＩが記憶されていてもよい。
【０１９７】
　また、機能設定制御システムＳＹＳは、複合機１を１台だけ備える構成であってもよい
。これに合わせて、携帯側制御部９０が、通信対象受付部９３として機能しないように簡
素化して構成し、無線通信部９２による通信対象の複合機１を、当該１台の複合機１に固
定するように構成してもよい。
【０１９８】
　また、ステップＳＣ３（図１５（ａ））、ステップＳＤ２（図１５（ｂ））、ステップ
ＳＣ２４（図２３（ａ））、及びステップＳＤ２３（図２３（ｂ））において、設定内容
情報と初期設定内容情報とが異なる設定項目情報に対応付けて警告情報ＡＬを携帯端末装
置９に送信しないように簡素化して構成してもよい。これに合わせて、携帯端末装置９で
は、ステップＳＡ５及びステップＳＡ６（図１１）を実行しないように簡素化して構成し
てもよい。
【０１９９】
　また、制御部１０が、機能設定不可情報送信部１８として機能しないように構成して、
ステップＳＢ５（図１３、図２１）を実行しないように簡素化して構成してもよい。これ
に合わせて、携帯端末装置９では、ステップＳＡ７及びステップＳＡ８（図１１）を実行
しないように簡素化して構成してもよい。
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【０２００】
　また、携帯側制御部９０が、非表示対象受付部９６及び非表示設定項目送信部９７とし
て機能しないように構成し、これに合わせて、制御部１０が、非表示設定項目受信部１９
及び選択項目除外部２０として機能しないように簡素化して構成してもよい。
【０２０１】
　また、制御部１０は、不揮発性メモリーの記憶領域の一部を選択項目記憶部１５として
用いないように簡素化して構成し、設定項目選択部１６として機能しないように構成して
もよい。これに合わせて、ステップＳＢ２～ＳＢ５（図１３）の処理に代えて、機能設定
情報送信部１７は、設定情報記憶部１２に記憶されている第１機能設定情報Ｆ１に含まれ
る全ての設定項目情報と、全ての設定内容情報とを含む第２機能設定情報Ｆ２を、携帯端
末装置９に送信するように構成してもよい。
【０２０２】
　また、本発明に係る画像形成装置は、上記の複合機に適用される場合の他、機能を制御
するための複数の設定項目を有する、コピー機、スキャナー装置、及びファクシミリ装置
等の画像形成装置に適用することが可能である。
【符号の説明】
【０２０３】
１ａ～１ｃ：複合機（画像形成装置）
３　　　　：後処理部
７　　　　：操作部
８　　　　：通信部
９　　　　：携帯端末装置
１０　　　：制御部
１１　　　：初期設定情報記憶部
１２　　　：設定情報記憶部
１３　　　：入力受付部
１４　　　：設定情報更新部
１５　　　：選択項目記憶部
１６　　　：設定項目選択部
１７　　　：機能設定情報送信部
１８　　　：機能設定不可情報送信部
１９　　　：非表示設定項目受信部
２０　　　：選択項目除外部
２１　　　：更新設定情報送信部
７１　　　：タッチパネル装置
９０　　　：携帯側制御部
９１　　　：タッチパネル装置
９２　　　：無線通信部
９３　　　：通信対象受付部
９４　　　：携帯側受信部
９５　　　：表示制御部
９６　　　：非表示対象受付部
９７　　　：非表示設定項目送信部
９８　　　：表示順変更受付部
９９　　　：表示順変更制御部
７１１　　：液晶ディスプレイ（表示部）
８０３　　：無線通信部
９１１　　：液晶ディスプレイ（携帯側表示部）
ＡＬ　　　：警告情報
Ｆ１　　　：第１機能設定情報
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Ｆ２　　　：第２機能設定情報
ＦＵ　　　：更新設定情報
ＦＸ　　　：機能設定不可情報
ＩＭ　　　：設定不可情報
Ｊ１～Ｊ１０：設定項目情報
Ｋ１～Ｋ７：設定内容情報
Ｌ１～Ｌ７：初期設定内容情報
ＳＩ　　　：選択項目情報
ＳＹＳ　　：機能設定制御システム
Ｗ０　　　：一覧表示画面
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